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日
本
的
雇
用
シ
ス
テ
ム



●

序

章

(
1
)

こ
の
サ
ブ
シ
ス
テ
ム
を
含
め
て
「
日
本
的
雇
用
シ
ス
テ
ム
」
と
捉

え
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
が
、
本
書
で
は
、
こ
の
概
念
を
「
中
核
」

の
雇
用
シ
ス
テ
ム
に
限
定
し
て
い
る
。
議
論
が
拡
散
す
る
こ
と
を
防

ぐ
た
め
で
あ
る
。

(
2
)

高
度
成
長
期
に
は
、
鉄
鋼
業
に
限
ら
ず
大
規
模
新
鋭
工
場
の
相
次

ぐ
設
置
に
伴
い
、
多
く
の
労
働
者
が
移
動
し
た
。
こ
れ
は
当
時
「
民

族
大
移
動
」
と
称
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
最
も
有
名
な
例
は
、
北
九
州

の
八
幡
製
鉄
所
か
ら
千
葉
の
君
津
製
鉄
所
へ
の
大
量
の
労
働
者
の
移

動
で
あ
る
。

(
3
)

「
能
力
開
発
主
義
」
を
四
番
目
の
要
素
と
し
て
加
え
た
ほ
う
が
よ

い
か
も
し
れ
な
い
が
、
こ
こ
で
は
従
来
の
考
え
方
に
し
た
が
う
。

(
4
)

厚
生
労
働
省
『
毎
月
勤
労
統
計
調
査
』
（
各
年
）
や
『
雇
用
動
向

調
査
』
（
各
年
）
を
参
照
の
こ
と
。

(
5
)

平
均
勤
続
年
数
に
つ
い
て
は
複
数
の
要
因
が
関
連
し
て
い
る
の
で
、

そ
の
評
価
は
慎
重
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
と
え
ば
成
長
企
業
の

減
少
、
労
働
者
の
高
年
齢
化
、
定
年
年
齢
の
引
き
上
げ
な
ど
は
長
期

化
要
因
で
あ
り
、
高
学
歴
化
は
短
期
化
要
因
で
あ
る
。

(
6
)

労
働
政
策
研
究
・
研
修
機
構
〔
二

0
0
七
b
]
に
よ
れ
ば
、
日
本

―
―
•
三
年
、
ド
イ
ツ
九
・
七
年
、
フ
ラ
ン
ス
一O·
七
年
で
あ
る
。

(
7
)

企
業
業
績
と
人
員
削
減
措
置
と
の
関
係
を
調
べ
た
研
究
や
雇
用
調

整
ス
ピ
ー
ド
の
測
定
に
よ
っ
て
、
そ
の
程
度
を
測
る
と
い
う
研
究
も

少
な
く
な
い
。
人
ベ
ー
ス
で
の
調
整
ス
ピ
ー
ド
、
と
く
に
一
雇
用
削
減

注

時
に
お
け
る
調
整
ス
ピ
ー
ド
の
遅
さ
を
も
っ
て
、
長
期
安
定
雇
用
主

義
の
強
さ
の
指
標
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

(
8
)

久
本
『
一

0
0
四
b
]

一
七
ー
三
一
頁
を
参
照
。

(
9
)

正
社
員
が
職
務
給
で
な
い
場
合
、
基
本
的
に
職
務
給
で
あ
る
「
非

正
社
員
L

と
の
処
遇
格
差
が
問
題
と
な
る
こ
と
が
多
い
。
正
社
員
を

完
全
な
職
務
給
と
す
れ
ば
、
格
差
解
消
は
そ
れ
ほ
ど
困
難
で
は
な
い

が
、
多
く
の
場
合
、
正
社
員
の
処
遇
の
低
下
を
前
提
と
せ
ざ
る
を
え

な
い
。

(10)

制
度
と
運
用
は
し
ば
し
ば
乖
離
す
る
か
ら
、
よ
り
正
確
に
は
運
用

を
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(11)

こ
の
点
に
つ
い
て
、
た
と
え
ば
久
本
〔
二

0
0五
]
六
五
＇
九
四

頁
を
参
照
。

(12)

な
お
、
長
期
安
定
雇
用
に
つ
い
て
は
、
高
度
成
長
期
末
期
以
後
に

判
例
の
な
か
で
、
解
雇
権
濫
用
の
法
理
が
成
立
し
、
現
在
で
は
労
働

契
約
法
に
お
い
て
、
そ
の
法
的
な
根
拠
を
獲
得
し
て
い
る
。

日
）
賃
金
支
払
形
態
は
、
時
間
を
ベ
ー
ス
と
す
る
「
時
間
給
」
と
業

績
・
成
果
を
ベ
ー
ス
と
す
る
「
出
来
高
給
」
（
歩
合
・
成
果
給
）
に

大
別
で
き
る
。
前
者
は
さ
ら
に
、
計
算
単
位
か
ら
年
俸
（
年
給
）
制
、

月
給
（
月
俸
）
制
、
日
給
制
、
時
給
制
に
分
か
れ
る
。
や
や
こ
し
い

の
は
、
月
給
制
が
さ
ら
に
細
分
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

①
完
全
月
給
制
；
基
本
的
に
支
給
対
象
期
間
に
欠
勤
な
ど
が
あ
っ

て
も
、
賃
金
は
全
額
支
給
さ
れ
る
。
管
理
職
な
ど
労
働
時
間
に

か
か
わ
り
な
く
賃
金
を
受
け
取
る
者
に
適
用
さ
れ
る
場
合
が
多
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、。
②
月
給
日
給
制

i

月
を
単
位
と
し
て
賃
金
を
決
め
る
が
、
欠
勤
す

れ
ば
そ
の
分
の
賃
金
が
差
し
引
か
れ
る
形
態
で
あ
る
。
一
日
欠

勤
す
れ
ば
一
日
分
（
た
と
え
ば
月
給
の
二
二
分
の
一
）
差
し
引

か
れ
る
場
合
を
完
全
月
給
日
給
制
、
一
日
分
よ
り
も
低
率
で
差

し
引
か
れ
れ
ば
不
完
全
月
給
日
給
制
と
い
え
る
。
最
も
一
般
的

な
形
態
で
あ
る
。
た
だ
し
、
や
や
こ
し
い
こ
と
に
、
月
給
日
給

制
は
、
現
在
で
は
「
日
給
月
給
制
」
と
呼
ば
れ
る
こ
と
の
ほ
う

が
多
い
。

③
日
給
月
給
制
。
正
確
に
は
一
日
を
計
算
単
位
と
し
、
支
払
い
を

月
単
位
で
す
る
も
の
で
あ
る
。
月
に
よ
っ
て
出
勤
日
数
が
異
な

る
の
で
、
月
給
も
変
動
す
る
。
現
在
で
は
少
な
い
。

(14)

ほ
か
に
、
有
期
雇
用
と
し
て
は
、
定
年
再
雇
用
の
元
正
社
員
を
六

五
歳
ま
で
「
嘱
託
」
と
し
て
雇
用
す
る
企
業
が
増
え
て
い
る
。
こ
れ

は
「
契
約
社
員
」
の
一
種
だ
が
、
性
格
は
か
な
り
異
な
る
。

●
第
＿
章

(
1
)

化
繊
産
業
に
お
け
る
出
向
に
よ
る
一
雇
用
調
整
の
先
駆
的
事
例
が
、

久
本
[
-
九
九
八
]
―
二
三
頁
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

(
2
)

鉄
鋼
業
に
お
け
る
社
外
企
業
に
よ
る
業
務
請
負
は
、
大
き
く
作
業

請
負
と
工
事
請
負
に
分
か
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
両
者
を
含
ん
だ
数
字
。

(
3
)

一
九
八

0
年
代
以
降
、
本
工
窒
雇
用
調
整
の
た
め
に
関
連
企
業
に

出
向
さ
せ
る
措
置
が
と
ら
れ
る
が
、
こ
れ
も
長
期
的
に
続
け
る
こ
と

は
難
し
い
。
関
連
企
業
の
給
与
は
、
本
工
の
給
与
の
六

0
％
程
度
、

あ
る
い
は
そ
れ
以
下
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
の
で
、
鉄
鋼
各
社
は
大
き

な
負
担
を
負
う
こ
と
に
な
っ
た
。

(
4
)

一
九
五
八
年
の
あ
る
造
船
企
業
の
調
査
で
は
、
臨
時
エ
と
社
外
エ

の
年
齢
構
成
に
大
き
な
違
い
は
な
か
っ
た
（
山
本
[
-
九
六
七
〕
九

六
頁
）
。
こ
の
時
点
で
は
臨
時
エ
と
社
外
工
の
質
的
差
異
は
小
さ
く
、

両
者
の
分
化
は
明
瞭
で
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

(
5
)

こ
の
間
の
経
緯
に
つ
い
て
、
詳
し
く
は
、
高
梨
[
-
九
九
五
]
第

七
章
を
参
照
の
こ
と
。

(
6
)

日
本
で
の
派
遣
を
め
ぐ
る
政
策
論
争
の
あ
り
方
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸

国
に
お
け
る
そ
れ
と
大
き
く
違
っ
て
い
る
点
は
、
有
期
雇
用
契
約
と

の
関
係
が
ほ
と
ん
ど
議
論
さ
れ
な
い
こ
と
で
あ
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸

国
に
お
い
て
は
、
派
遣
と
同
様
、
有
期
雇
用
契
約
の
利
用
に
つ
い
て

も
厳
し
い
制
約
条
件
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
が
、
日
本
に
お
い
て
は
そ

の
よ
う
な
規
制
は
行
な
わ
れ
て
い
な
い
。

・
第
二
章

(
1
)

賃
金
用
語
の
混
乱
に
関
し
て
は
、
す
で
に
氏
原
[
-
九
六
―
]
や

野
村
[

I

100..μJ
が
そ
の
問
題
を
指
摘
し
て
い
る
。
と
く
に
野
村

□0
0
占
の
第
四
章
は
、
戦
前
か
ら
現
代
ま
で
賃
金
用
語
を
丁

寧
に
整
理
し
て
お
り
、
賃
金
制
度
史
を
理
解
す
る
た
め
の
貴
重
な
文

献
で
あ
る
。
本
章
の
分
析
視
点
と
は
異
な
る
が
、
制
度
と
用
語
の
対

応
関
係
を
一
っ
ず
つ
整
理
し
、
た
と
え
現
実
の
制
度
と
用
語
に
ズ
レ

が
あ
っ
て
も
、
な
ぜ
そ
の
言
葉
が
使
わ
れ
た
の
か
と
い
う
具
体
的
理

由
を
分
析
す
る
必
要
性
は
あ
る
。
人
事
用
語
の
言
説
分
析
に
よ
っ
て

労
働
者
や
経
営
者
の
意
識
を
把
握
す
る
こ
と
は
、
今
後
の
―
つ
の
研

究
課
題
で
あ
ろ
う
。

(
2
)

小
池
こ
一

0
0五
]
に
よ
れ
ば
、
日
本
企
業
の
特
徴
は
ブ
ル
ー
カ

ラ
ー
に
お
い
て
も
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
同
様
の
右
肩
上
が
り
の
賃
金
力

ー
ブ
が
観
察
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

(
3
)

契
約
理
論
に
よ
る
人
事
制
度
の
分
析
に
関
し
て
は
、
伊
藤
[
-
九

九
二
〕
な
ど
を
参
照
。

(
4
)

仁
田
[
二

o゚
三
に
ょ
れ
ぱ
‘
「
今
日
の
『
年
功
賃
金
』
の
裏

付
け
と
な
る
制
度
の
中
核
と
言
え
る
の
は
、
定
期
昇
給
制
度
で
あ

る
」
（
一
五
頁
）
。
「
わ
が
国
で
今
日
み
ら
れ
る
よ
う
な
定
期
昇
給
制

度
が
確
立
し
た
の
は
、
一
九
五

0
年
代
半
ば
ご
ろ
で
あ
り
、
こ
の
よ

う
な
実
態
を
反
映
し
て
、
一
九
五

0
年
代
末
ご
ろ
に
『
年
功
賃
金
』
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注 （序章—第二章）

と
い
う
概
念
が
登
場
し
て
く
る
こ
と
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
」

（
一
七
頁
）
。

(
5
)

も
ち
ろ
ん
、
ど
の
時
期
を
強
調
す
る
か
は
あ
く
ま
で
も
程
度
の
間

題
で
あ
る
。

(
6
)

一
九
三
八
年
に
産
業
報
国
連
盟
が
結
成
さ
れ
、
一
九
四

0
年
に
は

大
日
本
産
業
報
告
会
が
創
設
さ
れ
た
（
桜
林
[
-
九
八
五
]
)
。

(
7
)

山
田
[
-
九
九
七
]
は
‘
生
活
保
障
と
い
う
思
想
が
男
性
正
規
社

員
の
み
に
当
て
は
ま
る
事
実
を
読
み
解
い
て
い
る
。

(
8
)

日
給
月
給
と
は
、
支
払
い
は
月
一
回
で
あ
る
が
、
そ
の
算
出
を
日

給
X
出
勤
日
で
計
算
す
る
賃
金
体
系
で
あ
る
。
序
章
注
（
認
）
も
参

照。

(
9
)

な
か
で
も
一
九
二

0
年
代
説
が
重
視
す
る
重
工
業
化
の
本
格
的
展

開
は
高
度
経
済
成
長
期
で
あ
る
こ
と
に
留
意
す
れ
ば
、
こ
の
仮
説
は
、

一
九
二

0
年
代
に
お
け
る
発
生
か
ら
高
度
経
済
成
長
期
の
本
格
的
展

開
ま
で
見
す
え
た
仮
説
と
い
え
る
。

(10)

職
務
分
析
に
は
、
①
職
務
遂
行
状
況
を
観
察
し
て
記
述
す
る
方
法
、

②
実
際
に
職
務
遂
行
を
経
験
し
て
記
述
す
る
方
法
、
③
職
務
担
当
者

に
面
接
し
て
記
述
す
る
方
法
、
④
職
務
担
当
者
に
調
査
用
紙
を
配
布

し
て
記
述
し
て
も
ら
う
方
法
、
⑤
職
務
担
当
者
の
上
司
が
記
述
す
る

方
法
、
な
ど
が
あ
る
。

(11)

職
務
給
導
入
の
経
営
合
理
化
に
お
け
る
位
置
づ
け
を
理
解
す
る
た

め
に
は
、
同
時
期
に
検
討
さ
れ
て
い
た
賃
金
制
度
以
外
の
人
事
施
策

に
つ
い
て
も
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
（
杉
山
[
二

O
O
八])〇

(12)

青
木
論
文
で
は

F
製
鉄
と
書
か
れ
て
あ
る
が
、
富
士
製
鉄
と
考
え

て
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。

(13)

日
本
鋼
管
で
は
職
務
の
固
定
化
よ
り
も
柔
軟
性
を
求
め
た
こ
と
は
、

奥
田
の
以
下
の
証
言
か
ら
も
う
か
が
え
る
。
「
基
本
的
に
は
や
は
り

日
本
で
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
変
動
が
非
常
に
激
し
く
な
っ
て
、
市
場
の
変

化
に
対
応
で
き
な
い
よ
う
な
硬
い
組
織
は
だ
め
だ
と
。
〔
・
：
・
:
〕
組

織
を
流
動
化
す
る
、
柔
軟
な
組
織
に
す
る
。
そ
う
す
る
と
、
昔
の
よ

う
な
職
務
権
限
を
固
定
的
に
し
て
お
い
た
の
で
は
だ
め
だ
と
い
う
こ

と
で
、
各
人
が
経
営
環
境
の
変
化
に
即
応
す
る
よ
う
方
針
を
決
め
る

と
い
う
こ
と
が
職
務
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
イ
コ
ー
ル
に
つ
な
が

り
ま
す
か
ら
、
以
前
の
固
定
的
な
職
務
権
限
の
明
確
化
の
方
式
で
は

時
代
遅
れ
に
な
る
と
い
う
こ
と
を
共
通
に
確
認
し
ま
し
た
」
（
奥
田

『

1
0
0
四
〕
ニ
―
四
頁
）
。

(14)

「
能
力
主
義
管
理
」
の
覆
面
座
談
会
メ
ン
バ
ー
の
オ
ー
ラ
ル
ヒ
ス

ト
リ
ー
と
し
て
、
慶
應
義
塾
大
学
産
業
研
究
所
こ
一

0
0七
]
が
あ

る。

(15)

こ
こ
で
あ
え
て
能
力
”
観
“
と
書
い
た
の
は
、
そ
も
そ
も
能
力
自

体
は
測
れ
な
い
の
で
、
「
能
力
」
自
体
の
具
体
的
な
あ
り
方
が
問
題

で
は
な
く
、
む
し
ろ
そ
の
受
容
の
さ
れ
方
が
問
題
で
あ
る
と
考
え
る

か
ら
で
あ
る
。
「
能
力
観
」
が
構
築
さ
れ
る
に
あ
た
っ
て
は
、
職
場

の
従
業
員
に
と
っ
て
公
平
で
あ
り
、
な
お
か
つ
妥
当
と
思
わ
れ
る
必

要
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
”
客
観
的
で
あ
る
“
ょ
り
も
”
客
観
的
に

み
え
る
“
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

(16)

八
代
充
史
[
-
九
九
六
〕
や
久
本
[
-
九
九
七
]
〔
一
九
九
八
〕

第
九
章
は
、
企
業
内
資
格
制
度
に
求
め
ら
れ
た
新
た
な
役
割
を
指
摘

し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
日
本
企
業
に
導
入
さ
れ
て
い
た
企
業
内
資

格
制
度
が
、
一
九
七

0
年
代
中
頃
か
ら
管
理
職
ポ
ス
ト
創
出
の
手
段

と
し
て
使
わ
れ
た
。
組
織
の
形
態
か
ら
管
理
職
ポ
ス
ト
の
数
が
規
定

さ
れ
る
ラ
イ
ン
職
制
と
は
切
り
離
し
、
つ
ま
り
組
織
上
の
指
揮
命
令

系
統
や
部
下
の
数
と
は
関
係
な
く
、
人
事
部
に
よ
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

が
あ
る
程
度
可
能
な
企
業
内
資
格
上
の
管
理
職
待
遇
者
を
増
加
さ
せ

こ。t
 

(17)

湯
沢
の
発
言
は
楠
田
ニ
―

0
0三
]
よ
り
引
用
。
湯
沢
を
は
じ
め

と
し
た
楠
田
と
一
緒
に
仕
事
を
し
た
賃
金
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
や
人
事

担
当
者
の
歴
史
的
証
言
は
、
梅
崎
編
〔
二

0
0
八
]
が
詳
し
い
。

(18)

熊
沢
[
-
九
九
七
]
と
鈴
木
[
-
九
九
四
]
の
批
判
は
、
日
本
的

賃
金
制
度
、
さ
ら
に
は
日
本
的
雇
用
シ
ス
テ
ム
に
向
け
ら
れ
た
も
の
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で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
他
の
先
行
研
究
と
比
較
し
て
現
状
認
誡
に

大
き
な
近
い
か
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
内
在
的
な
批
判
と

し
て
成
立
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
企
業
の
効
率
性
に
焦
点
を
絞
る

だ
け
て
は
な
く
、
労
働
者
の
内
面
世
界
に
も
分
析
を
進
め
る
べ
き
で

あ
る
と
い
う
経
済
学
と
い
う
よ
り
も
社
会
学
的
、
心
理
学
的
側
面
を

強
調
し
て
い
る
点
に
特
徴
が
あ
る
。

(19)

鈴
木
[
-
九
九
四
]
は
‘
「
自
発
」
に
対
し
て
次
の
よ
う
に
指
摘

し
て
い
る
の
で
、
「
自
発
」
そ
れ
自
体
を
否
定
し
て
い
る
わ
け
で
は

な
い
。
「
『
自
発
』
要
因
は
、
管
理
的
に
利
用
さ
れ
て
い
る
か
ら
と
い

っ
て
否
定
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
く
、
む
し
ろ
そ
の
『
限
定
』
こ
そ
が

批
判
さ
れ
、
日
本
的
経
営
に
お
け
る
そ
の
拡
張
が
探
求
さ
れ
る
べ
き

で
あ
ろ
う
」
（
二
三
六
頁
）
。

(20)

多
数
決
に
は
女
性
な
ど
少
数
者
の
排
除
の
論
理
が
伴
う
（
遠
藤

[
―
九
九
九
]
)
。

(21)

松
繁
・
梅
崎

[
1
1
0
0五
〕
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
一
九
九

0
年

以
降
も
職
能
資
格
制
度
は
主
要
な
人
事
制
度
で
あ
り
、
い
ま
だ
に
そ

れ
を
導
入
し
て
い
な
い
企
業
に
と
っ
て
は
魅
力
的
な
制
度
で
あ
る
。

(22)

松

繁

三

00..¥JJ
の
実
証
研
究
よ
れ
ば
、
そ
も
そ
も
従
業
員
は

自
社
の
人
事
制
度
や
賃
金
構
造
に
対
し
て
十
分
な
知
識
を
も
た
な
い

の
で
あ
る
。

●
第
―

-

l

章

(
1
)

そ
れ
以
外
に
、
転
職
時
が
あ
る
。

(
2
)

も
ち
ろ
ん
、
学
力
そ
の
も
の
と
職
業
生
活
習
慣
を
区
別
す
る
こ
と

が
で
き
る
が
、
こ
こ
で
は
「
基
礎
職
業
能
力
」
と
し
て
ま
と
め
た
。

(
3
)
T
h
u
r
o
w
 [
1
9
7
5
]

を
参
照
。
人
々
は
よ
り
高
い
職
業
能
力
を
獲

得
す
る
こ
と
よ
っ
て
、
最
終
的
に
は
よ
り
高
い
収
入
・
よ
り
や
り
が

い
の
あ
る
仕
事
を
獲
得
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

(
4
)

長
期
の

0
f
f
_
J
T
を
必
要
と
す
る
場
合
に
は
、
休
職
し
た
り

退
職
し
た
り
し
て
、

0
f
f
_
J
T
を
受
け
る
こ
と
も
稀
で
は
な
い
。

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
の
た
め
に
職
業
教
育
機
関
や
大
学
院
な
ど
で
学
ぶ

ケ
ー
ス
て
あ
る
。

(
5
)

小
池
[
-
九
九
七
〕
は
、
徒
弟
訓
練
を

o
f
f
,
J
T
に
区
分
し

て
い
る
が
（
五
九
頁
）
、
実
務
の
仕
事
経
験
が
最
も
重
視
さ
れ
て
い

る
と
い
う
観
点
か
ら
い
え
ば
、
ド
イ
ツ
の
訓
練
生
教
育
や
日
本
の
養

成
工
制
度
、
新
入
社
員
の
現
場
実
習
な
ど
は

0
J
T
と
0
f
fー

J

T
の
中
間
形
態
と
ま
と
め
た
ほ
う
が
自
然
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

(
6
)

最
近
で
は
、

(
b
)

の
職
場
間
移
動
を
;
ジ
ョ
ブ
・
ロ
ー
テ
ー
シ

ョ
ン
」
と
呼
ぶ
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
場
合
は
、
主
と
し
て
ホ
ワ
イ
ト

カ
ラ
ー
が
対
象
と
な
る
。

(
7
)

小
池
[
-
九
九
七
]
が
「
仕
事
序
列
制
」
と
呼
ん
だ
人
材
形
成
方

式
は
、
こ
れ
に
当
た
る
。
賃
金
と
職
務
が
分
離
し
て
い
る
場
合
で
も
、

キ
ャ
リ
ア
の
観
点
か
ら
み
れ
ば
明
ら
か
に
「
昇
進
」
で
あ
る
と
い
っ

て
よ
い
だ
ろ
う
。

(
8
)

「
要
員
削
減
」
は
従
業
員
へ
の
「
成
果
配
分
」
を
伴
っ
て
い
た
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
仁
田
[
-
九
八
八
]
を
参
照
。
さ
ら
に
巨
視
的

に
み
れ
ば
、
正
社
員
を
企
業
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
認
め
る
と
い
う
意

味
で
「
社
員
化
」
プ
ロ
セ
ス
を
無
視
で
き
な
い
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ

に
つ
い
て
は
、
久
本
[
-
九
九
八
]
を
参
照
。

(
9
)

本
節
は
、
久
本
[
-
九
九
八
]
第
四
章
を
大
幅
に
圧
縮
し
、
一
部

加
筆
し
た
も
の
で
あ
る
。

(10)

久
本
[
-
九
九
八
〕
を
参
照
。

(11)

た
と
え
ば
、
米
山
[
-
九
七
八
『
大
河
内
・
氏
原
・
藤
田
編

[
―
九
五
九
『
津
田
[
-
九
五
九
]

0

(12)

高
度
成
長
期
に
お
い
て
は
、
労
使
関
係
の
安
定
化
と
と
も
に
、

0

J
T
に
よ
る
作
業
者
の
早
期
戦
力
化
が
重
要
な
企
業
政
策
と
な
っ
て

い
く
。
相
次
ぐ
設
備
増
強
の
な
か
で
、
高
い
技
能
を
も
つ
労
働
者
を

早
期
に
養
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
同
時
に
、

高
く
・
幅
広
い
技
能
を
も
つ
労
働
者
の
育
成
に
よ
っ
て
、
多
能
エ
化

を
図
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
要
員
削
減
1
1
生
産
性
向
上
を
図
る
こ
と
も
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注 （第二章—第三章）

多
く
の
企
業
に
と
っ
て
の
重
大
な
関
心
事
と
な
っ
て
い
く
。
こ
の
こ

と
は
鉄
鋼
業
で
は
一
九
七

0
年
代
に
本
格
的
に
進
ん
だ
。
そ
れ
は
要

員
合
理
化
の
遂
行
と
並
百
し
て
進
ん
だ
の
で
あ
る
。

(13)

「
計
画
的
な

0
J
T
」
と
は
、
日
常
の
業
務
に
就
ぎ
な
が
ら
行
な

わ
れ
る
教
育
訓
練
の
こ
と
を
い
い
、
教
育
訓
練
に
関
す
る
計
画
書
を

作
成
す
る
な
ど
し
て
、
教
育
担
当
者
、
対
象
者
、
期
間
、
内
容
な
ど

を
具
体
的
に
定
め
て
段
階
的
・
継
続
的
に
実
施
す
る
こ
と
を
い
う
。

ち
な
み
に
、
厚
生
労
働
省
の
二

0
0
六
年
度
『
能
力
開
発
基
本
調

査
』
に
よ
れ
ば
、
二

0
0五
年
度
に
、
正
社
員
に
対
し
て
、
計
画
的

な
0
J
T
を
「
実
施
し
た
」
事
業
所
は
五
三
・
九
％
で
あ
っ
た
。
業

種
別
に
み
る
と
、
「
電
気
・
ガ
ス
・
熱
供
給
•
水
道
業
」
八
0
•
五
％
、

，
金
融
・
保
険
業
」
七
七
・
八
％
が
高
く
な
っ
て
い
る
。
事
業
所
規
模

別
に
み
る
と
、
規
模
が
大
き
く
な
る
に
つ
れ
て
実
施
率
は
高
く
な
っ

て
お
り
、

0
f
f
,
J
T
に
比
べ
て
規
模
に
よ
る
差
が
大
き
い
。

(14)

な
る
ほ
ど
、
社
外
工
や
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に

周
辺
労
働
力
の
存
在
が
あ
る
こ
と
は
事
実
で
あ
り
、
本
エ
と
処
遇
や

技
能
上
の
要
求
水
準
に
格
差
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
は
否
定
で
き
な

い
。
だ
が
、
重
要
な
の
は
日
本
の
シ
ス
テ
ム
で
は
こ
う
し
た
人
々
に

対
し
て
も
、
薄
め
ら
れ
た
形
で
同
様
の
追
求
が
な
さ
れ
て
い
る
と
い

う
事
実
で
あ
る
。

(15)

も
ち
ろ
ん
、
事
例
が
少
な
過
ぎ
断
定
は
で
き
ず
、
仮
説
に
と
ど
ま

る
。
ま
た
、
深
い
熟
線
と
幅
広
い
熟
練
は
矛
盾
す
る
側
面
を
も
つ
か

ら
、
「
多
能
エ
」
そ
の
も
の
が
広
が
っ
た
と
い
う
よ
り
も
「
多
能
エ

志
向
」
が
強
ま
っ
た
と
い
う
ほ
う
が
正
確
か
も
し
れ
な
い
。
な
お
、

小
池
・
村
松
・
山
本
[
-
九
七
六
]
も
参
照
。

(16)

ブ
ル
ー
カ
ラ
ー
に
お
け
る
職
場
を
越
え
る
異
動
に
つ
い
て
は
、
久

本
[
-
九
九
八
]
を
参
照
。
主
た
る
目
的
は
、
海
外
を
含
む
新
設
工

場
の
立
ち
上
げ
、
管
理
監
督
者
へ
の
昇
進
、
そ
し
て
雇
用
調
整
時
に

お
け
る
雇
用
保
障
で
あ
る
。

(17)

本
箪
て
は
、
加
雑
と
な
る
こ
と
を
附
け
る
た
め
に
、
日
本
労
働
研

究
機
構
（
現
、
労
働
政
策
研
究
・
研
修
機
構
）
の
調
査
研
究
輻
告
書

は
、
こ
の
よ
う
に
表
記
す
る
。
正
式
名
は
巻
末
の
参
考
文
献
を
参
照
。

な
お
、
「
資
料
シ
リ
ー
ズ
L

に
つ
い
て
は
、

J
I
L
資
料

(
N
o
O

0
)
と
表
記
す
る
。

(18)

た
と
え
ば
、
勤
続
五
年
時
の
そ
れ
は
次
の
よ
う
に
計
算
さ
れ
て
い

る
。
五
年
時
の
異
動
経
験
率
は
五
年
の
勤
続
年
時
を
も
つ
者
、
つ
ま

り
勤
続
五
年
以
上
三

0
余
年
の
人
が
対
象
で
あ
る
（
そ
れ
を

N
人
と

す
る
）
。
そ
の
う
ち
勤
続
五
年
目
に
あ
た
る
年
一
年
間
に
職
務
の
移

動
を
経
験
し
た
者
が
い
る

(
M
人
と
す
る
）
。
移
動
経
験
率
は

M
を

N
で
割
り
算
し
一

0
0を
掛
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
求
め
ら
れ
る
。

(19)

表
の
評
価
に
つ
い
て
は
、
報
告
書
の
も
の
と
部
分
的
に
異
な
っ
て

い
る
。
評
価
は
あ
く
ま
で
筆
者
の
も
の
で
あ
る
。

(20)

な
お
、
こ
の
研
究
は
一
九
七
四
年
以
前
と
一
九
七
五
年
以
後
で
職

能
間
移
動
に
違
い
が
あ
る
か
ど
う
か
検
討
し
て
い
る
が
、
大
卒
事
務

職
・
大
卒
技
術
職
と
も
ほ
と
ん
ど
違
い
が
な
い
と
し
て
い
る
。
つ
ま

り
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
高
度
成
長
期
と
以
後
で
大
き
な
変
化
は
な

か
っ
た
と
み
て
よ
い
。

(
2
1
)
B
社
の
事
例
に
つ
い
て
は
、

J
I
L
資
料

(No.
5
9
)

の
一
七
五

ー
一
八
六
頁
に
依
拠
し
て
い
る
。

(22)

ブ
ル
ー
カ
ラ
ー
、
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
を
問
わ
ず
、
一
定
の
仕
事
を

す
る
た
め
に
「
資
格
」
を
必
要
と
す
る
場
合
が
少
な
く
な
い
。
そ
う

し
た
公
的
な
資
格
獲
得
の
研
修
も
も
ち
ろ
ん
主
と
し
て

0
f
f
_
J

T

（
一
定
の
実
務
経
験
を
要
す
る
場
合
は

0
J
T
も
含
む
）
に
よ
る

も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
の
説
明
は
紙
幅
の
関
係
か
ら
省
略

す
る
。

(23)

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
仁
田
[
-
九
八
八
〕
と
く
に
第
一
章
を
参

照。

(24)

た
だ
し
、
部
長
候
補
者
研
修
は
い
ず
れ
も
三
日
間
。

(25)

成
果
主
義
化
に
つ
い
て
は
、
さ
し
あ
た
り
久
本
[
二

O

O
四
b
]

お
よ
び
中
村
上
介

[
^
0
0六
a
]
を
参
照
。
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(26)

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
本
書
第
一
章
お
よ
び
仁
田
ロ
一

0
0三
]
第

四
章
を
参
照
。

・
第
四
章

(
1
)

ラ
イ
ン
と
は
、
明
確
な
指
揮
命
令
系
統
を
も
ち
、
担
当
業
務
に
対

す
る
全
面
的
な
責
任
を
負
う
組
織
で
あ
り
、
そ
れ
に
対
し
て
ス
タ
ッ

フ
と
は
、
専
門
的
サ
ー
ビ
ス
・
助
言
を
与
え
る
組
織
で
あ
る
（
白
井

[
―
九
八
こ
九
一
―
-

l

九
六
頁
）
。
こ
こ
で
は
、
製
造
部
や
販
売
部
な

ど
を
ラ
イ
ン
組
織
、
人
事
部
や
生
産
管
理
部
な
ど
を
ス
タ
ッ
フ
組
織

と
整
理
す
る
。

(
2
)

た
と
え
ば
、
製
造
業
の
労
働
生
産
性
を
先
進
七
ヶ
国
で
比
較
す
る

と
、
一
九
九

0
年
代
以
降
か
ら
二

0
0四
年
ま
で
の
間
、
日
本
は
常

に
一
位
あ
る
い
は
二
位
で
あ
る
（
社
会
経
済
生
産
性
本
部
〔
二

0
0

五
]
〔
二

0
0六〕）。

(
3
)

不
完
備
契
約
と
は
「
契
約
が
、
取
引
か
ら
生
じ
る
利
益
を
完
全
に

（
効
率
的
水
準
で
）
実
現
で
き
る
よ
う
な
形
で
事
前
に
書
か
れ
て
い

な
い
」
場
合
を
意
味
し
て
い
る
（
伊
藤
〔
二

0
0三
〕
三
六
一
頁
）
。

雇
用
契
約
が
不
完
備
契
約
で
あ
る
理
由
は
、
起
こ
り
う
る
出
来
事
と

そ
れ
に
対
す
る
措
置
を
予
測
す
る
こ
と
や
明
記
す
る
こ
と
が
困
難
で

あ
る
こ
と
、
さ
ら
に
そ
れ
に
か
か
わ
る
条
件
交
渉
に
は
さ
ま
ざ
ま
な

費
用
を
要
す
る
こ
と
な
ど
で
あ
る

(
M
i
l
g
r
o
m
a
n
d
 R
o
b
e
r
t
s
 
[
1
9
9
2
]
 

p
p
.
 3
2
9
-
3
3
0
)

。
＿
雇
田
心
却
k
i
約
の
不
完
備
性
が
、
契
約
後
の
能
率
交
渉

を
必
要
と
す
る
と
い
う
こ
と
の
理
論
的
説
明
に
つ
い
て
は
、
青
木
昌

彦
[
-
九
九
二
]
九
八
ー
一
〇
七
頁
に
お
け
る
、
「
順
次
的
交
渉
」

に
つ
い
て
の
記
述
を
参
照
さ
れ
た
い
。
雇
用
契
約
の
経
済
理
論
的
説

明
に
つ
い
て
は
、
青
木
昌
彦
[
-
九
八
九
]
[
―
九
九
二
『

M
i
l
,

g
r
o
m
 a

n
d
 R
o
b
e
r
t
s
 
[
1
9
9
2
]

を
参
照
さ
れ
た
い
。

(
4
)

日
米
の
能
率
交
渉
の
あ
り
方
の
違
い
に
つ
い
て
は
、
仁
田
[
-
九

む
三
を
参
照
。
マ
ー
ス
デ
ン
は
、
不
完
全
な
雇
用
契
約
に
お
い
て
、

労
使
の
互
い
を
あ
ざ
抄
く
行
動
（
機
会
主
義
）
が
ど
の
よ
う
に
抑
制

さ
れ
る
の
か
と
い
う
点
か
ら
、
先
進
諸
国
の
雇
用
ル
ー
ル
を
分
類
し

て
い
る

(
M
a
r
s
d
e
n
[
1
9
9
9
]
)

。

(
5
)

職
場
集
団
を
、
経
営
組
織
か
ら
一
定
程
度
自
律
性
を
も
っ
た
も
の

と
し
て
の
労
働
力
取
引
の
主
体
と
し
て
捉
え
る
視
点
は
、
大
河
内
。

氏
原
。
藤
田
編
[
-
九
五
九
]
三
-

I
 

0
頁
に
示
さ
れ
て
い
る
。
し

か
し
、
こ
こ
で
想
定
さ
れ
て
い
る
職
場
集
団
と
は
、
現
場
労
働
者
の

熟
練
を
基
礎
と
し
た
集
団
で
あ
り
、
本
章
の
議
論
よ
り
も
小
さ
な
単

位
を
想
定
し
て
い
る
。

(
6
)

こ
こ
で
は
、
一
年
以
内
の
サ
イ
ク
ル
で
行
な
わ
れ
る
短
期
的
な
業

績
管
理
を
取
り
上
げ
る
。
一
九
九

0
年
代
後
半
以
降
、
部
門
業
績
管

理
に
関
す
る
研
究
が
一
定
程
度
蓄
積
さ
れ
、
経
営
内
部
に
お
け
る
能

率
交
渉
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
の
基
礎
が
形
成
さ
れ
つ
つ
あ
る
（
石

田
[
-
九
九
七
『
中
村
・
石
田
編
[
―

1
0
0五
『
上
田
[
二

o

゜

三
、
上
井
[
-
九
九
四
『
佐
藤
厚
編
〔
二

0
0七])。

(
7
)

兵
藤
は
、
日
露
戦
争
以
前
の
日
本
の
製
造
現
場
を
間
接
管
理
と
特

徴
づ
け
た
。
そ
こ
で
は
、
経
営
側
は
、
生
産
管
理
や
労
務
管
理
の
機

能
を
現
場
の
親
方
に
任
せ
て
い
た
（
兵
藤
[
-
九
七
―
]
）
。

(
8
)

能
率
給

(
P
a
y
m
e
n
t
B
y
 R
e
s
u
l
t
s
)

の
賃
金
論
か
ら
の
説
明
を
加
え

て
お
こ
う
。
賃
金
形
態
論
に
お
い
て
は
、
出
来
高
と
賃
金
と
の
関
係

の
有
無
に
よ
っ
て
賃
金
制
度
を
分
類
す
る
（
古
林
[
-
九
五
三
]
)
。

賃
金
が
出
来
高
に
連
動
し
て
増
減
す
る
も
の
を
個
数
賃
金
と
し
て
、

連
動
性
を
も
た
な
い
も
の
を
時
間
賃
金
と
し
て
、
賃
金
制
度
を
大
別

す
る
。
個
数
賃
金
に
は
多
様
な
形
態
が
あ
る
。
一
定
の
基
準
以
上
に

な
る
と
賃
率
（
賃
金
の
上
昇
率
）
が
三
分
の
一
に
な
る
ハ
ル
シ
ー
制

度
、
賃
金
額
が
二
倍
以
上
に
な
ら
な
い
よ
う
に
賃
率
が
逓
減
す
る
ロ

ー
ワ
ン
制
度
、
標
準
以
上
に
は
高
い
賃
率
を
適
用
し
、
反
対
に
そ
れ

以
下
に
は
低
い
賃
金
を
適
用
す
る
テ
ー
ラ
ー
の
差
別
出
来
高
制
度

(differential 
p
i
e
c
e
 
rate 
s
y
s
t
e
m
)
、
な
ど
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

能
率
給
と
は
、
こ
れ
ら
の
個
数
賃
金
の
全
体
を
指
す
こ
と
が
多
い
。

能
率
給
制
度
は
歴
史
的
に
変
化
し
て
き
た
。
は
じ
め
は
単
純
な
出
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注 （第三章—第四章）

来
高
制
度
で
あ
り
、
金
銭
的
な
刺
激
に
依
拠
し
て
能
率
を
向
上
さ
せ

よ
う
と
し
て
い
た
。
一
九
世
紀
末
の
ア
メ
リ
カ
で
用
い
ら
れ
た
ハ
ル

シ
ー
制
度
や
ロ
ー
ワ
ン
制
度
に
お
い
て
は
、
綿
密
な
作
業
研
究
に
基

づ
い
て
標
準
生
産
雇
を
設
定
し
な
い
こ
と
が
多
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、

労
働
能
率
の
向
上
に
伴
っ
て
賃
金
が
高
く
な
り
過
ぎ
る
と
、
単
価
の

切
り
下
げ
が
行
な
わ
れ
た
。
単
価
の
切
り
下
げ
は
、
し
ば
し
ば
労
使

の
紛
争
に
つ
な
が
っ
た
。
ま
た
、
労
働
側
は
、
単
価
切
り
下
げ
を
未

然
に
防
ぐ
た
め
に
、
組
織
的
怠
業
を
通
じ
て
能
率
を
一
定
程
度
に
抑

制
し
よ
う
と
し
た
。
こ
う
し
た
問
題
は
、
経
営
側
が
、
作
業
研
究
を

通
じ
て
、
一
定
の
能
率
水
準
を
前
提
と
し
た
標
準
作
業
量
の
設
定
を

行
な
う
こ
と
に
よ
っ
て
緩
和
さ
れ
た
。
二

0
世
紀
初
頭
に
現
わ
れ
た

F
.
w
．
テ
ー
ラ
ー
の
差
別
出
来
高
賃
金
制
度
な
ど
は
、
そ
う
し
た

試
み
の
―
つ
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
能
率
給
制
度
で
は
、
標
準
生
産

量
が
一
定
の
労
働
能
率
を
反
映
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
金
銭

的
刺
激
の
み
に
依
拠
し
て
能
率
を
高
め
よ
う
と
す
る
初
歩
的
な
能
率

給
よ
り
も
、
精
緻
な
能
率
管
理
が
行
な
わ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。

(
9
)

こ
の
調
査
は
、
雇
用
主
に
対
し
て
行
な
わ
れ
た
事
業
所
統
計
で
あ

る
。
調
査
範
囲
は
、
製
造
業
と
主
要
な
非
製
造
業
（
建
設
、
ガ
ス
・

電
気
・
水
道
、
運
輸
・
通
信
、
公
務
員
、
そ
の
他
サ
ー
ビ
ス
業
）
で

あ
る
。
こ
の
調
査
は
、
賃
金
制
度
を
時
間
賃
金
と
能
率
給

(
p
a
y
,

m
e
n
t
 b
y
 results)

と
に
分
類
し
て
い
る
。
能
率
給
は
、
部
分
的
な
適

用
と
全
体
的
な
適
用
の
両
方
が
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
の
能
率
給

の
定
義
は
、
ぶ
出
来
高
払
い
シ
ス
テ
ム
、
生
産
ボ
ー
ナ
ス

(
o
u
t
p
u
t

b
o
n
u
s
)

の
仕
組
み
、
そ
し
て
何
ら
か
の
個
人
、
集
団
、
あ
る
い
は

部
局
の
産
出
量
に
応
じ
て
変
化
す
る
賃
金
シ
ス
テ
ム
の
こ
と
で
あ

る
」
。
さ
ら
に
「
時
間
節
約
報
奨
制
度
、
査
定
賃
金
、
利
益
分
配
制

度
な
ど
の
、
直
接
に
産
出
量
と
関
連
し
な
い
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
賃
金

を
除
く
L

と
い
う
厳
密
な
規
定
を
し
て
お
り
、
出
来
高
に
応
じ
た
賃

金
と
し
て
の
能
率
給
を
抽
出
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ

る

(
M匂
stry
of 
L
a
言
r
G
a認
i
i
e
"
A
p
r
i
l
1
9

塁
p.
1
2
7
)

。
な
お
、
こ

の
定
義
に
し
た
が
え
ば
、
時
間
賃
金
と
個
数
賃
金
の
中
間
形
態
で
あ

る
計
測
日
給
制
度

(
m
e
a
s
u
r
e
d
d
a
y
 
w
o
r
k
)

は
、
そ
の
賃
率
設
定
基

準
に
出
来
高
を
採
用
し
て
い
る
場
合
に
限
り
、
能
率
給
に
含
ま
れ
る

だ
ろ
う
。

(10)

イ
ギ
リ
ス
労
働
省
の
N
e
w
E
a
r
n
i
n
g
s
 
S
u
r
v
e
y
 
(
N
E
s
)
は
、
マ

ク
ロ
レ
ベ
ル
で
の
労
働
者
の
給
与
総
額
に
占
め
る
能
率
給
支
払
い
総

額
の
比
率
を
表
わ
し
て
お
り
、
分
母
の
給
与
総
額
に
は
能
率
給
の
適

用
さ
れ
な
い
労
働
者
も
含
ま
れ
る
。
こ
の
算
出
方
法
は
日
本
の
労
働

省
の
調
査
と
同
じ
で
あ
る
。
イ
ギ
リ
ス
の
能
率
給
の
定
義
は
、
能
率

給

(
p
a
y
m
e
n
t
b
y
 result)
、
生
産
報
奨
給
、
歩
合
給
の
合
計
で
あ
り
、

日
本
で
い
わ
れ
る
能
率
給
と
違
い
は
な
い
。

(11)

ド
イ
ツ
の
自
動
車
産
業
の
能
率
給
制
度
を
取
り
上
げ
た
文
献
と
し

て
、
久
本
[
-
九
九
九
b
〕
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

(12)

そ
の
後
は
、
比
較
可
能
な
デ
ー
タ
で
は
な
い
が
、
ア
メ
リ
カ
労
働

省
の
労
働
協
約
統
計
で
は
、
一
九
七
一
年
に
は
生
産
労
働
者
の
四

ニ
・
九
％
が
、
一
九
八
0
年
に
は
四
0
•
五
％
が
、
何
ら
か
の
能
率
給

条
項
の
適
用
を
受
け
て
い
た
（
仁
田
[
-
九
九
三
]
)
。
原
典
は

u.

s•Department 

o
f
 L
a
b
o
r
,
 B
u
r
e
a
u
 o
f
 L
a
b
o
r
 Statistics
「

1
9
7
1
]

p. 2
5
,
 

[
1
9
8
0
]
 

p. 4
2
0
 

(13)

ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
は
、
代
表
的
な
能
率
給
産
業
で
あ
る
鉄
鋼
業

に
お
い
て
能
率
給
が
存
続
し
て
い
る
理
由
と
し
て
、
労
働
組
合
側
の

所
得
維
持
に
よ
る
規
制
の
存
在
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
仁
田
[
-
九

九
三
]
)
。
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
は
、
た
と
え
ば
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
・

レ
イ
ラ
ン
ド
社
に
お
い
て
、
一
九
七

0
年
前
後
に
行
な
わ
れ
た
出
来

高
賃
金
か
ら
計
測
日
給
制
へ
の
移
行
過
程
に
お
い
て
は
、
組
合
側
が

強
く
抵
抗
し
、
経
営
側
は
賃
金
水
準
の
面
で
大
き
な
譲
歩
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
事
実
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
組
合
は
、
出
来

高
賃
金
制
度
の
も
と
で
高
い
賃
上
げ
を
勝
ち
と
る
こ
と
に
成
功
し
て

き
た
シ
ョ
ッ
プ
。
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
の
職
場
交
渉
体
制
が
崩
さ
れ
、
同

時
に
計
測
日
給
制
導
入
に
伴
っ
て
行
な
わ
れ
る
作
業
研
究
を
応
用
し
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て
、
さ
ま
ざ
ま
な
労
務
管
理
の
合
理
化
（
た
と
え
ば
要
員
合
理
化
）

な
ど
が
行
な
わ
れ
る
こ
と
を
警
戒
し
て
い
た
（
戸
塚
ほ
か
[
-
九
八

七
〕
）
。
ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
、
経
営
組
織
法
第
八
七
条
第
一
―
号
に

定
め
ら
れ
て
い
る
と
お
り
、
「
貨
幣
要
素
を
含
む
ア
コ
ー
ド
賃
金
や

プ
レ
ー
ミ
ェ
ン
賃
金
率
の
確
定
に
つ
い
て
は
従
業
員
代
表
会
が
協
同

決
定
権
を
も
っ
て
お
り
、
会
社
が
一
方
的
に
決
め
る
こ
と
が
で
き
な

い
」
と
い
う
基
本
的
な
条
件
が
あ
り
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
、
有
力
組

合
が
能
率
賃
金
か
ら
時
間
賃
金
へ
の
移
行
に
は
反
対
し
た
こ
と
が
指

摘
さ
れ
て
い
る
（
日
本
労
働
研
究
機
構
[
-
九
九
八
d
]
六
七
頁
）
。

そ
れ
に
対
し
て
、
日
本
の
と
く
に
総
評
傘
下
の
労
働
組
合
は
、
能
率

給
制
度
に
強
く
反
対
し
て
い
た
（
日
本
経
営
者
団
体
連
盟
[
-
九
五

空
第
七
章
）
。

(14)

鉄
鋼
業
の
生
産
工
程
に
つ
い
て
は
、
新
日
本
製
鐵
編
『
一

0
0

巴
が
わ
か
り
や
す
い
解
説
を
し
て
い
る
。

(15)

も
ち
ろ
ん
休
日
日
数
は
法
律
で
定
め
ら
れ
て
い
る
が
、
一
九
七
〇

年
以
前
は
、
そ
こ
ま
で
の
水
準
が
確
保
さ
れ
な
い
こ
と
が
多
か
っ
た
。

ま
た
、
労
働
者
に
と
っ
て
も
、
休
日
割
り
増
し
賃
金
を
得
る
た
め
に
、

休
日
出
勤
に
積
極
的
に
応
じ
る
理
由
も
存
在
し
て
い
た
。

(16)

要
員
の
労
使
協
議
に
つ
い
て
は
、
仁
田
[
-
九
八
八
]
を
参
照
。

(17)

鉄
鋼
大
手
企
業
の
な
か
に
は
、
職
場
レ
ベ
ル
に
お
け
る
正
式
な
労

使
協
議
機
関
を
も
っ
て
い
な
い
場
合
も
あ
る
。
し
か
し
そ
の
場
合
に

お
い
て
も
、
経
営
側
主
催
の
職
場
懇
談
会
が
開
か
れ
、
そ
の
な
か
で

支
部
の
発
言
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
鉄
鋼
労

連
・
労
働
調
査
協
議
会
編
[
-
九
八

O
J
―
二
九
＇
一
四
四
頁
を
参

照
さ
れ
た
い
。

(18)

仁
田
[
-
九
八
八
〕
一
四

0
-
―
五
五
頁
を
参
照
。

(19)

計
画
値
管
理
に
つ
い
て
は
、
井
上
義
佑
二
九
九
八
『
上
田

[11001
―
-
]
、
夏
目
ご
一

0
0五
]
な
ど
の
文
献
が
あ
る
。

(20)

た
だ
し
、
生
産
管
理
担
当
者
に
よ
れ
ば
、
万
が
一
を
考
え
て
計
画

値
の
値
よ
り
も
若
千
の
余
裕
を
も
っ
て
生
産
計
画
を
立
て
る
と
い
う
。

ま
た
、
そ
の
見
込
み
の
立
て
方
は
、
生
産
計
画
を
つ
く
る
担
当
者
の

ス
キ
ル
で
あ
る
と
い
う
（
青
木
宏
之
[
二

O
O
七

a
〕
一

O
頁ヽ

[―

1
0
0
七
C
]

七
＇
八
頁
）
。
「
計
画
値
は
、
”
飛
び
上
が
れ
ば
届
く

値
“
で
す
。
し
か
し
そ
れ
を
本
当
の
工
程
能
力
だ
と
思
っ
て
生
産
計

画
を
立
て
た
ら
、
怪
我
を
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
ね
。
そ
の
辺
の
か

ね
あ
い
は
生
産
計
画
を
立
て
る
人
の
腕
で
す
」
（
青
木
宏
之
こ
一

0

0
七

a
]
1
0頁）。

(21)

た
だ
し
、
大
手
自
動
車
メ
ー
カ

l
A
社
の
仕
組
み
で
は
、
複
合
能

率
を
上
げ
た
か
ら
と
い
っ
て
労
働
条
件
へ
反
映
さ
れ
る
わ
け
で
は
な

い
の
で
、
必
ず
し
も
現
場
の
意
欲
を
引
き
出
せ
て
い
る
わ
け
で
は
な

い
と
い
う
報
告
が
な
さ
れ
て
い
る
（
上
井
[
-
九
九
四
]
―
五
二
，

一
五
五
頁
）
。

(
2
2
)
B
社
に
つ
い
て
は
、
石
田
[
-
九
九
七
]
七

0
ー
七
七
頁
を
参
照
。

な
お
、
原
典
で
も
B
社
と
な
っ
て
い
る
。

(
2
3
)
A
社
に
つ
い
て
は
、
上
井
〔
一
九
九
四
]
―
四
四
＇
一
七
七
頁
を

参
照
。
な
お
、
原
典
で
も
A
社
と
な
っ
て
い
る
。

(24)

大
手
自
動
車
メ
ー
カ

l
A
社
で
は
、
正
味
作
業
時
間
の
設
定
に
お

い
て
、

P
T
S
法

(
P
r
e
d
e
t
e
r
m
i
n
e
d
T
i
m
e
 S
t
a
n
d
a
r
d
)

の
一
っ
で
あ

る
W
F
法

(
W
o
r
k
F
a
c
r
o
r
)

を
用
い
て
い
る
。

P
T
S
と
は
、
人
間

の
作
業
を
、
そ
れ
を
構
成
す
る
基
本
動
作
に
分
割
し
、
そ
の
基
本
動

作
の
性
質
と
条
件
に
応
じ
て
あ
ら
か
じ
め
定
め
て
お
い
た
時
間
値
を

あ
て
は
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
標
準
時
間
を
設
定
す
る
方
法
で
あ
る

（
千
住
[
-
九
八
七
〕
一
六
七
頁
）
。

W
F
法
で
は
、
動
作
時
間
に
影

響
を
及
ぼ
す
主
要
変
数
と
し
て
、
①
使
用
身
体
部
位
、
②
移
動
距
離
、

③
取
り
扱
う
重
量
ま
た
は
抵
抗
、
④
人
為
的
調
整
（
一
定
の
停
止
、

方
向
の
調
整
、
注
意
、
方
向
の
変
更
）
の
四
つ
を
扱
い
、
こ
れ
ら
の

組
み
合
わ
せ
に
よ
っ
て
動
作
時
間
を
決
定
す
る
（
同
上
、
一
七
一

頁）。

(25)

自
動
車
産
業
で
は
、
工
場
は
事
業
所
を
指
す
。
そ
れ
に
対
し
て
、

鉄
鋼
業
に
お
い
て
は
、
工
場
と
は
事
業
所
内
の
―
つ
の
課
を
指
す
の
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注 （第四章—第五章）

で
意
味
が
異
な
る
。

(26)

本
章
で
の

C
社
は
、
原
典
で
は
A
社
と
表
記
さ
れ
て
い
る
（
石
田

[
―
九
九
七
〕
七
＇
一
―
頁
）
。

(
2
7
)
A
社
に
つ
い
て
は
上
井
[
-
九
九
四
〕
一
五
一
'
-
六
二
貝
、

B

社
に
つ
い
て
は
石
田
[
-
九
九
七
]
四
ニ
ー
九
七
頁
を
参
照
。

(28)

こ
こ
で
は
、
石
田
光
男
の
研
究
で
明
ら
か
に
さ
れ
た
事
例
を
紹
介

し
て
い
る
（
石
田
[
-
九
九
七
]
)
。

(29)

本
田
〔
二

0
0七
]
二
七
，
二
八
頁
を
参
照
。
総
合
ス
ー
パ
ー
の

キ
ャ
リ
ア
管
理
に
つ
い
て
は
、
本
田
〔
二

0
0
二
]
を
参
照
さ
れ
た

い
。
キ
ャ
リ
ア
に
お
け
る
特
徴
と
し
て
は
、
内
部
昇
進
が
中
心
で
あ

り
、
中
途
採
用
は
少
な
い
こ
と
、
そ
し
て
仕
事
の
幅
と
し
て
は
一
っ

の
課
に
集
中
す
る
傾
向
が
あ
り
、
店
舗
を
異
動
し
て
も
同
じ
商
品
を

扱
う
こ
と
な
ど
が
あ
る
。

(30)

小
野
[
二

o

□゚
の
調
査
で
明
ら
か
に
さ
れ
た
ヽ
ニ
社
の
事
例

に
よ
る
。
と
く
に
、
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
と
同
じ
よ
う
な
仕
事
を
し
て

い
る
正
社
員
の
配
属
に
つ
い
て
交
渉
が
難
航
す
る
。
交
渉
が
難
航
す

る
と
、
他
の
店
舗
へ
の
付
け
替
え
が
行
な
わ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。

(31)

労
働
組
合
は
一
九
七

0
年
代
の
前
半
か
ら
半
ば
に
か
け
て
積
極
的

に
要
員
規
制
を
し
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
事
例
に
お
い
て
も
、
七

0

年
代
後
半
に
は
次
第
に
経
営
参
画
的
性
格
が
強
く
な
っ
て
い
る
。
七

0
年
代
前
半
期
に
は
、
春
闘
時
に
過
去
の
水
準
を
参
考
に
増
員
要
求

を
出
す
と
い
う
仕
方
で
要
員
闘
争
が
な
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
七

0
年
代
後
半
で
は
、
労
使
の
共
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
に
お
い
て
、

効
率
的
な
配
置
、
作
業
シ
ス
テ
ム
の
改
善
、
作
業
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

化
と
適
正
要
員
の
調
整
、
時
間
帯
別
適
正
要
員
の
算
定
、
省
力
化
器

具
導
入
な
ど
の
検
討
な
ど
が
行
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
（
川
喜
多

[
―
九
八
九
]
)
。

(32)

あ
る
総
合
ス
ー
パ
ー
の
例
で
は
、
労
使
は
要
員
協
定
さ
え
結
ん
で

い
な
い
。
組
合
は
店
舗
の
新
設
の
際
に
、
既
存
店
舗
と
の
比
較
で
要

員
数
の
チ
ェ
ッ
ク
を
行
な
っ
て
い
る
が
、
組
合
の
発
言
に
よ
っ
て
新

設
店
要
員
数
が
変
更
さ
れ
た
こ
と
は
な
い
と
い
う
（
中
村
恵
[
-
九

ハ
―
-
]
四
五
九
1

四
六

0
頁）。

（
翌
小
売
業
で
は
、
利
益
計
画
を
予
算
計
画
と
呼
ん
で
い
る
。

(34)

こ
こ
で
取
り
上
げ
る
二
つ
の
事
例
は
総
合
ス
ー
パ
ー
で
あ
る
。
両

社
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、
小
野
[
-
九
九
九
〕
『
一

0
0

〇
〕
を
参
照
さ
れ
た
い
。

(35)

棚
割
と
値
下
げ
に
関
す
る
店
舗
の
権
限
に
つ
い
て
は
、
本
田
[
ニ

0
0
二
]

I

0
1
 -
I
 

0
三
頁
‘
―
二

0
_
-
―
一
五
頁
が
詳
し
い
。

棚
割
と
は
陳
列
の
仕
方
で
あ
る
。

(36)

た
と
え
ば
、
鮮
魚
、
墓
参
り
用
商
品
、
漬
物
の
樽
な
ど
と
い
っ
た
、

地
域
文
化
が
反
映
さ
れ
る
商
品
が
そ
れ
に
該
当
す
る
。

(37)

デ
パ
ー
ト
の
売
場
の
職
場
集
団
の
自
律
性
の
高
さ
は
、
パ
ー
ト
の

職
域
以
外
の
事
柄
に
お
い
て
も
あ
て
は
ま
る
。
中
村
恵
に
よ
れ
ば
、

商
品
構
成
の
変
更
、
売
場
レ
イ
ア
ウ
ト
の
変
更
は
、
売
場
係
長
と
仕

入
れ
係
長
の
権
限
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
人
の
配
置
や
仕
事
の
配

分
も
職
場
内
で
決
め
ら
れ
て
お
り
、
製
造
業
以
上
に
自
律
性
が
高
い

（
中
村
恵
[
-
九
八
―
-
]
四
七
八
ー
四
七
九
頁
）
。

(38)

契
約
社
員
は
、
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
週
休
二
日
で
、
社
員
の

遅
番
に
相
当
す
る
―
一
時

0
五
分
か
ら
一
九
時
四

0
分
の
勤
務
形
態

を
と
る
、
フ
ル
タ
イ
ム
の
非
正
社
員
で
あ
る
（
佐
野
嘉
秀
『
一

0
0

0
]
一
五
頁
）
。

(39)

「
単
発
セ
ー
ル
」
と
は
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
や
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
の

前
で
行
な
わ
れ
る
ワ
ゴ
ン
セ
ー
ル
の
こ
と
で
あ
る
。
出
店
す
る
多
く

は
、
常
設
の
メ
ー
カ
ー
で
は
な
く
て
、
専
門
の
セ
ー
ル
メ
ー
カ
ー
で

あ
る
。
単
発
セ
ー
ル
は
、
緊
急
的
に
売
上
を
確
保
す
る
目
的
で
行
な

わ
れ
る
こ
と
が
多
い
た
め
、
早
け
れ
ば
決
定
後
二
、
三
日
で
出
店
さ

れ
る
（
小
野

[
1
0
0
五
〕
一
八
四
頁
）
。

●
第
五
章

(
1
)

経
済
協
力
開
発
機
構
〔
一
九
七
二
]
°
英
語
版
は
、

一
九
七
三
年
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に

O
E
C
D
が
R
邑
筵
J
o
f
M
g苓
藍
r

4

気
匂
ミ
ざ
苔
es
N
u
mぎ
'

]

]

9

A
I
d
念
筵
e
r
p
o
~
～c
y
m
]
屯
怠
と
し
て
刊
行
。

(
2
)

府
県
連
中
心
の
総
同
盟
に
対
し
て
、
産
別
会
議
は
企
業
別
組
合
の

産
業
別
結
集
を
積
極
的
に
推
進
し
た
が
（
大
河
内
編
[
-
九
五
六
]

＿
―
-
三
頁
）
、
組
織
の
基
本
構
造
と
し
て
産
業
別
組
合
を
め
ざ
す
点
で

は
共
通
し
て
い
た
。

(
3
)

た
と
え
ば
、
産
別
会
議
結
成
の
先
駆
け
と
な
り
、
初
代
の
産
別
会

議
議
長
も
出
し
た
新
聞
単
一
（
日
本
新
聞
通
信
放
送
労
働
組
合
）
は
、

読
売
争
議
へ
の
対
応
や
一
九
四
六
年
一

0
月
闘
争
の
失
敗
な
ど
に
よ

り
、
脱
退
が
相
次
ぎ
、
解
体
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。

(
4
)

電
力
産
業
の
労
働
組
合
は
、
当
初
発
送
電
、
配
電
各
社
の
企
業
別

組
合
と
し
て
結
成
さ
れ
、
一
九
四
六
年
四
月
に
そ
れ
ら
企
業
別
組
合

の
協
議
体
と
し
て
電
産
協
（
日
本
電
気
産
業
労
働
組
合
協
議
会
）
が

結
成
さ
れ
た
。
一
九
四
七
年
五
月
に
単
一
組
織
と
し
て
の
電
産
に
移

行
し
た
（
河
西
『
一

0
0七
]
七
頁
）
。

(
5
)

「
戦
後
労
働
組
合
の
実
態
」
調
査
に
よ
れ
ば
、
エ
員
組
合
・
職
員

組
合
が
統
合
さ
れ
る
ケ
ー
ス
よ
り
、
直
接
混
合
組
合
と
し
て
組
織
さ

れ
た
ケ
ー
ス
の
ほ
う
が
多
か
っ
た
（
大
河
肉
編
[
-
九
五
六
]
九
二

ー
九
三
頁
）
。

(
6
)

第
二
次
大
戦
後
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
も
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
の
組

織
化
が
進
む
。
そ
の
場
合
、
既
存
の
労
働
組
合
に
組
織
さ
れ
る
ケ
ー

ス
も
あ
っ
た
が
、
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
独
自
の
組
織
に
結
集
す
る
こ
と

が
多
か
っ
た

(
B
a
i
n
[
1
9
7
0
]
 
p
p
.
 9
5
,
9
7
)

。
そ
の
背
景
に
は
、
マ

ニ
ュ
ア
ル
ワ
ー
カ
ー
を
主
体
と
す
る
既
組
織
労
働
者
に
対
す
る
ホ
ワ

イ
ト
カ
ラ
ー
層
の
階
層
的
利
害
主
張
が
存
在
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

(
7
)

や
や
遅
れ
て
一
九
五
三
年
六
月
に
は
電
機
労
連
（
全
日
本
電
気
機

器
労
働
組
合
連
合
会
）
が
結
成
さ
れ
る
が
、
総
評
に
は
加
盟
せ
ず
、

中
立
労
連
（
中
立
労
働
組
合
連
絡
会
議
）
と
い
う
独
自
の
ナ
シ
ョ
ナ

ル
セ
ン
タ
ー
の
中
核
組
合
と
し
て
活
動
し
た
。
中
立
労
連
は
、
基
本

的
に
は
総
評
と
連
携
す
る
形
で
運
動
を
進
め
て
い
っ
た
。
日
本
の
高

度
成
長
の
主
役
と
な
る
造
船
重
機
産
業
、
自
動
車
産
業
の
統
一
的
産

業
別
組
織
は
一
九
七

0
年
代
に
な
る
ま
で
確
立
さ
れ
な
か
っ
た
。

(
8
)

細
谷
ら
産
別
民
同
グ
ル
ー
プ
は
、
全
国
産
業
別
労
働
組
合
連
合

（
新
産
別
）
を
結
成
（
一
九
四
九
年
―
二
月
）
し
て
、
産
別
会
議
を

離
脱
し
た
組
合
を
結
集
し
よ
う
と
し
た
が
、
必
ず
し
も
成
功
し
な
か

っ
た
。
い
っ
た
ん
総
評
に
組
織
加
入
す
る
が
、
結
局
、
総
評
を
離
れ

（
一
九
五
二
年
七
月
）
、
小
規
模
な
独
自
の
全
国
組
織
と
し
て
、
八
〇

年
代
の
労
働
戦
線
統
一
時
代
ま
で
存
続
す
る
こ
と
に
な
る
（
新
産
別

二
十
年
史
編
纂
委
員
会
[
-
九
七

OJ)
。

(
9
)

春
闘
賃
上
げ
結
果
は
、
米
価
の
決
定
や
、
生
活
扶
助
の
水
準
に
も

反
映
さ
れ
た
。

(10)

こ
の
時
期
の
鉄
鋼
労
連
の
賃
金
闘
争
に
つ
い
て
は
、
高
梨
[
-
九

六
七
〕
、
松
崎
[
-
九
八
二
『

G
o
r
d
o
n
[
 
1
9
9
8
]

を
参
照
の
こ
と
o

(11)

職
場
闘
争
を
運
動
論
の
観
点
か
ら
整
理
し
、
そ
の
指
針
を
提
示
し

よ
う
と
し
た
の
が
「
組
織
綱
領
草
案
し
で
あ
る
。
同
草
案
に
つ
い
て

は
、
労
働
教
育
セ
ン
タ
ー
・
日
本
労
働
組
合
総
評
議
会
編
[
-
九
七

九
]
を
参
照
。
ま
た
、
同
草
案
の
評
価
を
含
む
職
場
闘
争
に
つ
い
て

の
考
察
と
し
て
、
兵
藤
[
-
九
九
七

a
]
を
参
照
の
こ
と
。

(12)

左
派
の
側
で
は
、
残
存
し
て
い
た
産
別
会
議
は
一
九
五
八
年
に
解

散
し
た
。
産
別
系
の
企
業
別
組
合
は
、
そ
れ
以
前
か
ら
、
総
評
傘
下

に
「
な
だ
れ
こ
み
」
戦
術
を
と
り
、
合
流
し
て
い
っ
た
。

（
認
）
鉄
鋼
労
連
の
J

C
組
織
参
加
は
や
や
遅
れ
、
一
九
六
六
年
。

(14)

一
九
七
二
年
の
民
間
主
導
労
働
戦
線
統
一
の
動
き
を
頓
挫
さ
せ
た

総
評
全
国
金
属
が
石
油
危
機
以
後
方
針
を
転
換
し
、
連
合
に
向
か
う

動
き
に
合
流
し
て
い
っ
た
こ
と
は
象
徴
的
で
あ
る
。
こ
の
間
の
全
国

金
属
の
動
き
に
つ
い
て
は
、
井
上
雅
雄
[
-
九
九
七
〕
第
四
章
を
参

照
の
こ
と
。

●
第
六
章

(
1
)

こ
れ
ら
の
特
徴
は
―
つ
の
理
念
型
で
あ
り
、
す
べ
て
の
企
業
に
妥
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注 （第五章—第六章）

当
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
業
種
や
企
業
ご
と
の
違
い
に
つ
い
て
は
、

第
三
節
以
下
を
参
照
の
こ
と
。

(
2
)

本
論
で
は
扱
う
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
が
、
青
木
の
議
論
に
つ
い

て
は
、
平
野
光
俊
が
こ
れ
を
ふ
ま
え
つ
つ
新
た
な
人
事
管
理
モ
デ
ル

の
展
開
を
行
な
っ
て
い
る
（
平
野
『
一

0
0六])。

(
3
)

人
事
部
長
の
地
位
が
取
締
役
で
あ
る
と
す
る
企
業
は
、
三

0
0
0

人
以
下
で
四
六
％
、
五

0
0
0人
以
下
で
四
八
％
、
五

0
0
一
人
以

上
で
四
八
％
（
日
本
生
産
性
本
部
労
使
協
議
制
常
任
委
員
会
[
-
九

六
六
〕
）
。
大
企
業
に
お
い
て
と
く
に
比
率
は
高
く
な
い
も
の
の
、
同

報
告
書
で
は
「
特
に
大
企
業
で
は
、
ほ
と
ん
ど
ど
こ
で
も
労
務
担
当

重
役
が
置
か
れ
」
て
い
る
と
指
摘
し
て
い
る
（
日
本
生
産
性
本
部
労

使
協
議
制
常
任
委
員
会
[
-
九
六
六
]
)
。

(
4
)

人
事
部
の
実
質
的
な
最
高
政
策
決
定
者
と
し
て
労
務
担
当
常
務
を

あ
げ
た
の
は
、
三

0
0
0人
以
下
で
三
四
％
、
五

0
0
0人
以
下
で

四
九
％
、
五

0
0
一
人
以
上
で
四
三
％
（
日
本
生
産
性
本
部
労
使
協

議
制
常
任
委
員
会
[
-
九
六
六
〕
）
。

(
5
)

日
本
製
鋼
所
で
は
戦
前
か
ら
経
歴
管
理
を
通
し
て
ジ
ョ
ブ
・
ロ
ー

テ
ー
シ
ョ
ン
が
行
な
わ
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
が
（
郷
田
[
-
九
八

一
〕
）
、
計
画
的
な
ジ
ョ
ブ
・
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
の
確
立
は
戦
後
に
お

い
て
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
詳
し
く
は
第
四
章
を
参
照
の
こ
と
。

(
6
)

「
低
下
し
た
」
は
「
や
や
下
が
っ
た
」
「
下
が
っ
た
」
の
合
計
、

：
上
昇
し
た
」
は
「
上
が
っ
た
」
「
や
や
上
が
っ
た
」
の
合
計
を
指
す
。

(
7
)
労
務
行
政
研
究
所
〔
二

0
0六
」
―
二
頁
で
は
、
新
卒
採
用
者
の

採
否
の
決
定
に
つ
い
て
、
決
定
権
限
は
役
員
が
七
八
・
五
％
、
部
長

が
一
五
・
ニ
％
、
課
長
が
一
・
三
％
と
な
っ
て
お
り
、
今
日
で
も
役
員

以
上
が
決
定
権
者
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
企
業
規
模
が
大
き
く
な

る
ほ
ど
役
員
か
ら
人
事
部
へ
権
限
が
委
譲
さ
れ
る
傾
向
が
あ
る
。

(
8
)

日
本
鋼
管
人
事
部
に
勤
務
し
て
い
た
奥
田
健
二
の
証
言
に
よ
る
と
、

職
員
と
エ
員
と
の
人
事
管
理
上
の
区
別
を
行
な
う
理
由
と
し
て
、
日

本
鋼
管
で
は
エ
員
の
給
与
体
系
と
職
員
の
そ
れ
を
峻
別
す
る
政
策
的

な
考
え
で
あ
っ
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
（
奥
田
〔
二

0
0

四〕）。

(
9
)

サ
ン
プ
ル
の
業
種
別
比
率
は
企
業
規
模
に
か
か
わ
ら
ず
ほ
ぼ
一
定

し
て
お
り
、
非
製
造
業
の
人
事
部
の
構
成
比
率
が
高
い
の
は
、
業
種

に
よ
る
特
性
が
影
響
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

(10)

「
増
え
た
」
は
「
増
加
し
た
」
「
や
や
増
加
し
た
」
を
あ
わ
せ
た
も

の
で
、
「
減
っ
た
」
は
「
減
少
し
た
」
「
や
や
減
少
し
た
L

を
あ
わ
せ

た
も
の
。

(11)

同
調
査
に
よ
る
と
、
製
造
業
で
は
本
社
に
あ
る
と
し
た
企
業
は
、

大
卒
事
務
職
で
八
五
・
一
％
、
高
卒
現
業
職
で
三
八

・
O
%、
パ
ー
ト

タ
イ
マ
ー
で
一
三
・
九
％
。
本
社
が
計
画
し
、
事
業
部
に
採
用
権
限

が
あ
る
と
し
た
企
業
は
、
大
卒
事
務
職
で
四
・
九
％
、
高
卒
現
業
職

で
二
九
・
一
％
、
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
で
一
五
・
三
％
。
事
業
部
に
計
画

と
採
用
の
権
限
が
あ
る
と
し
た
企
業
は
、
大
卒
事
務
職
で

O・
六
％
、

高
卒
現
業
職
で
一
三
・
三
％
、
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
で
五
六
・
九
％
で
あ

っ
た
。
非
製
造
業
で
は
、
本
社
に
あ
る
と
し
た
企
業
は
、
大
卒
事
務

職
で
七
ニ
・
三
％
、
高
卒
現
業
職
で
五
五
・
九
％
、
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー

で
ニ
―
•
三
％
。
本
社
が
計
画
し
、
事
業
部
に
採
用
権
限
が
あ
る
と

し
た
企
業
は
、
大
卒
事
務
職
で
八
・
五
％
、
高
卒
現
業
職
で
一
三
・
六

％
、
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
で
一
七
・
三
％
。
事
業
部
に
計
画
と
採
用
の

権
限
が
あ
る
と
し
た
企
業
は
、
大
卒
事
務
職
で
一
・
一
％
、
高
卒
現

業
職
で
一
三
・
六
％
、
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
で
四
四

・
O％
で
あ
っ
た
。

(12)

サ
ム
タ
イ
マ
ー
は
時
給
制
で
あ
る
の
に
対
し
、
メ
イ
ト
社
員
は
月

給
制
（
労
務
行
政
研
究
所
『
一

0
0
四
〕
一
七
頁
）
。
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愛
知
県
経
営
者
協
会
〔
二

0
0
三
〕
『
非
正
規
社
員
雇
用
管
理
調
査
』
愛

知
県
経
営
者
協
会
。

愛
知
県
労
働
部
労
働
経
済
調
査
室
編
[
-
九
八
七
〕
『
知
的
熟
練
の
形
成

ー
愛
知
県
の
企
業
』
愛
知
県
労
働
部
。

青
木
宏
之
〔
二

0
0
三
「
職
務
給
化
政
策
の
意
義
|

|

F
製
鉄
K
製
鉄

所
の
一
九
五
七
年
職
務
評
価
導
入
の
事
例
」
『
社
会
政
策
学
会
誌
第

七
号
経
済
格
差
と
社
会
変
動
』
法
律
文
化
社
。

三

00fl:I]
1

職
務
給
化
政
策
を
め
ぐ
る

F
製
鉄
労
使
の
交

渉
過
程
ー
ー
経
営
合
理
的
職
場
秩
序
の
形
成
史
」
『
明
治
大
学
教
養

論
集
』
第
三
九
九
号
。

〔二

0
0
七

a
]
『
新
日
鐵
釜
石
製
鉄
所

O
B
調

査

元

生

産

技
術
部
長
、
副
所
長
青
木
誠
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
』
東
京
大

学
社
会
科
学
研
究
所
希
望
学
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
報
告
書
。

『

1
0
0七
b
]
『
新
日
鐵
釜
石
製
鉄
所
O
B
調

査

元

大

形

工
場
長
須
藤
宏
一
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
』
東
京
大
学
社
会
科

学
研
究
所
希
望
学
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
報
告
書
。

『

1
0
0
七
C
]

『
新
日
鐵
釜
石
製
鉄
所
O
B
調

査

元

大

形

工
場
長
生
産
技
術
室
長
樋
口
敏
之
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
』

東
京
大
学
社
会
科
学
研
究
所
希
望
学
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
報
告
書
。

□
1
0
0
七
d
]
『
新
日
鐵
釜
石
製
鉄
所
O
B
調

査

元

線

材

工
場
長
、
副
所
長
野
口
義
哉
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
』
東
京
大

学
社
会
科
学
研
究
所
希
望
学
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
報
告
書
。

□0
0
△
「
釜
石
製
鉄
所
に
お
け
る
経
営
合
理
化
と
労
使

文

献

の
対
応
」
『
社
会
科
学
研
究
』
第
五
九
巻
第
三
•
四
合
併
号
、
東
京

大
学
社
会
科
学
研
究
所
。

青
木
昌
彦
[
-
九
八
九
〕
『
日
本
企
業
の
組
織
と
情
報
』
東
洋
経
済
新
報

社。

[
―
九
九
―
-
]
『
日
本
経
済
の
制
度
分
析
ー
情
報
・
イ
ン
セ

ン
テ
ィ
ブ
・
交
渉
ゲ
ー
ム
』
永
易
浩
一
訳
、
筑
摩
書
房
。

阿
部
正
浩

[
1
]
0
0六
]
高
成
果
主
義
導
入
の
背
景
と
そ
の
功
罪
」
『
日
本

労
働
研
究
雑
誌
』
第
五
五
四
号
、
労
働
政
策
研
究
・
研
修
機
構
゜

安
部
由
起
子
[
―

1
0
0

I
 

J

「
1
0
三
万
円
の
壁
は
パ
ー
ト
の
時
間
あ
た

り
賃
金
率
を
下
げ
て
い
る
か
」
『
日
本
労
働
研
究
雑
誌
』
第
四
八
九

号
、
労
働
政
策
研
究
・
研
修
機
構
。

荒
川
章
二
[
-
九
八
二
〕
「
戦
時
下
の
労
働
者
統
合
」
日
本
現
代
史
研
究

会
編
『
日
本
フ
ァ
シ
ズ
ム

(
2
)
』
大
月
書
店
。

安
藤
瑞
夫
[
-
九
五
六
]
ぶ
力
務
施
策
監
査
の
実
施
要
領
」
『
労
務
研
究
』

第
九
巻
第
五
号
、
日
本
労
務
研
究
会
。

石
田
光
男
二
九
八
六
〕
「
日
本
鉄
鋼
業
の
労
使
関
係

I
B製
鉄
所
の

事
例
調
査
」
『
社
会
科
学
研
究
』
第
三
八
巻
第
二
号
、
東
京
大
学
社

会
科
学
研
究
所
。

〔
一
九
八
凸
「
日
本
鉄
鋼
業
の
労
使
関
係
(
-
―
)
|
|
B
製
鉄

所
の
事
例
調
査
」
『
評
論
・
社
会
科
学
』
第
三
八
号
、
同
志
社
大
学

人
文
学
会
。

〔
一
九
九

0
]
『
賃
金
の
社
会
科
学
』
中
央
経
済
社
。

[
―
九
九
二

a
]
「
十
條
製
紙
の
職
務
給
の
変
遷
（
上
）
」
『
評
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諭
。
社
会
科
学
』
第
四
四
号
、
同
志
社
大
学
人
文
学
会
。

[
―
九
九
二

b
]
「
十
條
製
紙
の
職
務
給
の
変
遷
（
下
）
」
『
評

論
・
社
会
科
学
』
第
四
五
号
、
同
志
社
大
学
人
文
学
会
。

〔
一
九
九
五
]

t

日
本
鉄
鋼
業
の
労
使
関
係
（
三
）

I
B製
鉄

所
の
事
例
調
査
」
『
評
論
・
社
会
科
学
』
第
五
一
号
、
同
志
社
大
学

人
文
学
会
。

[
―
九
九
七
〕
「
工
場
の
能
率
管
理
と
作
業
組
織
」
石
田
光

男
•
藤
村
博
之
・
久
本
憲
夫
・
松
村
文
人
『
日
本
の
リ
ー
ン
生
産
方

式
』
中
央
経
済
社
。

『

IOOfrlJ'賃
金
、
収
益
、
要
員
の
管
理
と
ホ
ワ
イ
ト
カ

ラ
ー
の
業
務
効
率
—
ー
ト
ヨ
タ
」
中
村
圭
介
•
石
田
光
男
編
『
ホ
ワ

イ
ト
カ
ラ
ー
の
仕
事
と
成
果
l

人
事
管
理
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
』
東

洋
経
済
新
報
社
。

□0
0
巴
「
賃
金
制
度
改
革
の
着
地
点
」
『
日
本
労
働
研
究

雑
誌
』
第
五
五
六
号
、
労
働
政
策
研
究
・
研
修
機
構
゜

•
藤
村
博
之
・
久
本
憲
夫
・
松
村
文
人
[
-
九
九
七
〕
『
日
本
の

リ
ー
ン
生
産
方
式
』
中
央
経
済
社
。

伊
藤
秀
史
[
-
九
九
二
〕
「
査
定
。
昇
進
・
賃
金
体
系
の
経
済
理
論
し
橘

木
俊
詔
編
『
査
定
・
昇
進
・
賃
金
決
定
』
有
斐
閣
。

三

0
0
三
ご
契
約
の
経
済
理
論
』
有
斐
閣
。

糸
園
辰
雄
[
-
九
七
八
]
『
日
本
の
社
外
工
制
度
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
。

井
上
雅
雄
[
-
九
九
七
]
『
社
会
変
容
と
労
働
』
木
鐸
社
。

井
上
義
祐
[
-
九
九
八
]
『
生
産
経
営
管
理
と
情
報
シ
ス
テ
ム
ー
|
日
本

鉄
鋼
業
に
お
け
る
展
開
』
同
文
舘
゜

猪
木
武
徳
[
-
九
九
八
]
「
勤
続
年
数
と
技
能

l
戦
間
期
の
労
働
移
動

防
止
策
に
つ
い
て
」
伊
丹
敬
之
・
加
護
野
忠
男
・
宮
本
又
郎
・
米
倉

誠
一
郎
編
『
ケ
ー
ス
ブ
ッ
ク
日
本
企
業
の
経
営
行
動
ー
—
日
本
的
経

営
の
生
成
と
発
展
』
有
斐
閣
。

今
田
治
[
-
九
九
八
]
『
現
代
自
動
車
企
業
の
技
術
・
管
理
・
労
働
』
税

務
経
理
協
会
。

下
』
労
働
旬
報

今
田
幸
子
・
平
田
周
一
[
-
九
九
五
]
『
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
の
昇
進
構
造
』

日
本
労
働
研
究
機
構
゜

今
野
浩
一
郎
[
-
九
九
八
〕
『
勝
ち
ぬ
く
賃
金
改
革
1

日
本
堅
仕
事
給

の
す
す
め
』
日
本
経
済
新
聞
社
。

岩
田
憲
治
[
-
九
九
九
]
玉
査
定
と
労
働
組
合
ー
|
査
定
を
受
け
入
れ
た

A
社
労
働
組
合
の
事
例
L

『
日
本
労
働
研
究
雑
誌
』
第
四
七
二
号
、

労
働
政
策
研
究
・
研
修
機
構
゜

上
田
修

□0
0
1
―
-
]
「
生
産
・
能
率
管
理
」
佐
口
和
郎
・
橋
元
秀
一
編

『
人
事
労
務
管
理
の
歴
史
分
析
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
。

氏
原
正
治
郎
[
-
九
六
―
]
『
日
本
の
労
使
関
係
』
東
京
大
学
出
版
会
。

[
―
九
六
六
〕
『
日
本
労
働
問
題
研
究
』
東
京
大
学
出
版
会
。

〔
一
九
七
巴
「
戦
時
労
働
論
覚
書
」
東
京
大
学
社
会
科
学
研

究
所
編
『
戦
後
改
革
5

労
働
改
革
』
東
京
大
学
出
版
会
。

二
九
七
九
]
「
団
体
交
渉
と
労
使
協
議
」
隅
谷
三
喜
男
編

『
現
代
日
本
の
労
働
問
題
』
東
京
大
学
出
版
会
。

[
―
九
八

0
]
「
年
功
賃
金
、
生
涯
雇
用
、
企
業
別
組
合
は
三

位
一
体
か
」
『
賃
金
実
務
』
第
四

0
七
号
、
産
労
総
合
研
究
所
。
（
の

ち
『
日
本
の
労
使
関
係
と
労
働
政
策
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八

九
年
、
所
収
）

[
―
九
八
四
]
二
雇
用
保
険
と
雇
用
政
策
」
佐
口
卓
編
『
社
会

保
険
の
構
造
と
課
題
』
社
会
保
険
福
祉
協
会
。
（
の
ち
『
日
本
経
済

と
雇
用
政
策
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
九
年
、
所
収
）

[
―
九
八
九
〕
「
日
本
に
お
け
る
産
業
別
組
合
論
に
関
す
る
覚

書
」
『
日
本
の
労
使
関
係
と
労
働
政
策
』
東
京
大
学
出
版
会
。

萬

宗

柾

竺

0
0
三
『
「
身
分
の
取
引
」
と
日
本
の
雇
用
慣
行
1

国
鉄

（ママ）＇’

の
事
例
分
析
』
日
本
経
済
評
論
社
。

内
山
光
雄
〔
一
九
五
四
〕
『
幹
部
闘
争
か
ら
大
衆
闘
争
え
』
労
働
法
律
旬

報
社
。

[
―
九
六
四
〕
『
組
織
づ
く
り
と
労
働
協
約

社。
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文 献

梅
崎
修
〔
二

0
0
五

a
]
「
職
能
資
格
制
慶
の
運
用
変
化
］
昇
級
・
昇

進
管
理
の
『
二
重
の
運
用
』
」
松
繁
寿
和
。
梅
崎
修
。
中
嶋
哲
夫
編

『
人
事
の
経
済
分
析
l

人
事
制
度
改
革
と
人
材
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
n]

ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
。

〔二

0
0
五
b
]
“
仕
事
配
分
と
管
理
職
の
役
割
l

営
業
所

長
の
手
腕
」
松
繁
寿
和
・
梅
崎
修
・
中
嶋
哲
夫
編
『
人
事
の
経
済
分

析
］
人
事
制
度
改
革
と
人
材
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
。

編

□O
O
<
J
『
職
能
資
格
制
度
・
職
能
給
オ
ー
ラ
ル
ヒ
ス

ト
リ
ー
』
科
研
費
報
告
書
。

・
中
嶋
哲
夫
[
二

O
O五
]
畔
紬
掌
只
自
面
元
五
証
嬰
以
動
に
与

え
る
影
響
l

『
人
事
マ
イ
ク
ロ
デ
ー
タ
』
と
『
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
』

の
統
計
分
析
」
『
日
本
労
働
研
究
雑
誌
』
第
五
一
七
号
、
労
働
政
策

研
究
・
研
修
機
構
゜

・
中
嶋
哲
夫
・
松
繁
寿
和
『
一

0
0
三
〕
「
人
事
評
価
の
決
定

過
程
|
ー
企
業
内
マ
イ
ク
ロ
デ
ー
タ
に
よ
る
分
析
し
『
日
本
労
務
学

会
誌
』
第
五
巻
第
一
号
、
日
本
労
務
学
会
。

遠
藤
公
嗣
[
-
九
九
九
]
『
日
本
の
人
事
査
定
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
。

大
河
内
一
男
[
-
九
七
二
〕
「
『
産
業
報
国
会
』
の
前
と
後
と
」
『
労
使
関

係
論
の
史
的
発
展
』
有
斐
閣
。

編
[
-
九
五
四
]
『
日
本
労
働
組
合
論
』
有
斐
閣
。

編
[
-
九
五
六
〕
『
労
働
組
合
の
生
成
と
組
織
』
東
京
大
学
出

版
会
。

編
[
-
九
六
互
『
産
業
別
賃
金
決
定
の
機
構
』
日
本
労
働
協

会。

•
松
尾
洋
[
-
九
六
凸
『
日
本
労
働
組
合
物
語
戦
後

I

』

筑
摩
書
房
。

・
氏
原
正
治
郎
・
藤
田
若
雄
編
[
-
九
五
九
]
虚
力
働
組
合
の

構
造
と
機
能
』
東
京
大
学
出
版
会
。

大
野
耐
一
[
-
九
七
八
]
『
ト
ヨ
タ
生
産
方
式
］
脱
規
模
の
経
営
を
め

ざ
し
て
』
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社
。

岡
崎
三
郎
ほ
か
[
-
九
七
―
]
『
日
本
の
産
業
別
組
合
』
総
合
労
働
研
究

所。

岡
崎
哲
二

□0
0
五
〕
「
産
業
報
国
会
の
役
割
」
岡
崎
哲
二
編
『
生
産

組
織
の
経
済
史
』
東
京
大
学
出
版
会
。

岡
田
康
司
[
-
九
九
―
]
『
百
貨
店
業
界
』
教
育
社
。

岡
本
秀
昭
[
-
九
九

O
J
『
経
営
と
労
働
者
』
日
本
労
働
研
究
機
構
。

奥
田
健
二
『
一

0
0
g
[
J
『
奥
田
健
ニ
オ
ー
ラ
ル
ヒ
ス
ト
リ
ー
』
政
策
研

究
大
学
院
大
学
。

奥
西
好
夫

[
1
1
0
0
I

]

'

『
成
果
主
義
』
賃
金
導
入
の
条
件
」
組
織
学
会

編
『
組
織
科
学
』
第
三
四
巻
第
三
号
、
白
桃
書
房
。

尾
高
燈
之
助
[
-
九
八
門
「
第
二
次
世
界
大
戦
期
と
そ
の
前
後
に
お
け

る
賃
金
・
雇
用
制
度
の
変
遷
」
『
労
働
市
場
分
析
』
岩
波
書
店
。

〔
一
九
八
凸
「
労
働
意
欲
と
賃
金
制
度
ー
賃
金
制
度
論
序

説
」
一
橋
大
学
経
済
研
究
所
編
『
経
済
研
究
』
第
四

0
巻
第
三
号
、

岩
波
書
店
。

[
―
九
九
―
―
-
]
「
『
日
本
的
』
労
使
関
係
」
岡
崎
哲
ニ
・
奥
野
正

寛
編
『
現
代
日
本
経
済
シ
ス
テ
ム
の
源
流
』
〈
シ
リ
ー
ズ
現
代
経
済

研
究
6
〉
日
本
経
済
新
聞
社
。

小
野
晶
子
[
-
九
九
九
]
記
非
正
規
労
働
者
増
加
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
ー
大

型
小
売
業
の
事
例
か
ら
」
『
同
志
社
政
策
科
学
研
究
』
創
刊
号
、
同

志
社
大
学
大
学
院
総
合
政
策
科
学
研
究
科
総
合
政
策
科
学
会
。

[―

1
0
0
0
]
「
日
本
の
大
型
小
売
業
に
お
け
る
業
績
管
理
と

要
員
管
理
ー
ー
事
例
研
究
~
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
比
率
増
加
の
メ
カ
ニ

ズ
ム
」
『
同
志
社
政
策
科
学
研
究
』
第
二
巻
第
一
号
、
同
志
社
大
学

大
学
院
総
合
政
策
科
学
研
究
科
総
合
政
策
科
学
会
。

三
0
0

I
 

l

「
大
型
小
売
業
に
お
け
る
部
門
の
業
績
管
理
と

パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
L

『
日
本
労
働
研
究
雑
誌
』
第
四
九
八
号
、
労
働

政
策
研
究
・
研
修
機
構
゜

三
0
0
五
「
予
算
、
商
品
計
画
と
能
力
主
義
I

も
う
一

つ
の
デ
パ
ー
ト
」
中
村
圭
介
・
石
田
光
男
編
『
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
の
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仕
事
と
成
果
I

人
事
管
理
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
』
東
洋
経
済
新
報
社
。

小
原
明
[
二

o゚
二
『
松
下
電
器
の
企
業
内
教
育
』
文
慎
堂
o

折
井
日
向
[
-
九
七
三
〕
『
労
務
管
理
二
十
年
i

日
本
鋼
管
に
み
る
戦

後
日
本
の
労
務
管
理
』
東
洋
経
済
新
報
社
。

折
橋
靖
介
[
-
九
九
―
]
『
ス
ー
パ
ー
業
界
』
〈
教
育
社
新
書
〉
教
育
社
。

加
護
野
忠
男
ほ
か
[
-
九
八
三
]
『
日
米
企
業
の
経
営
比
較
』
日
本
経
済

新
聞
社
。

加
田
重
弥
[
-
九
八
八
]
「
日
新
製
鋼
労
働
組
合
に
お
け
る
職
務
修
得
認

定
制
度
へ
の
取
り
組
み
」
『
労
働
調
査
』
三
月
号
、
労
働
調
査
協
議

会。

金
子
良
事
こ
一

0
0七
〕
「
年
功
賃
金
論
に
お
け
る
能
率
と
生
活
の
思
想

的
系
譜
」
『
日
本
労
働
研
究
雑
誌
』
第
五
六

0
号
、
労
働
政
策
研

究
・
研
修
機
構
゜

鎌
田
宏
・
鎌
田
と
し
子
〔
一
九
九
三
]
『
日
鋼
室
蘭
争
議
三

0
年
後
の
証

言
』
御
茶
の
水
書
房
。

上
井
喜
彦
[
-
九
九
四
〕
『
労
働
組
合
の
職
場
規
制
1

日
本
自
動
車
産

業
の
事
例
研
究
』
東
京
大
学
出
版
会
。

禿
あ
や
美
〔
二

0
0
二
「
電
機
産
業
の
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
を
め
ぐ
る
労

使
関
係
_
ー

A
社
の
定
時
社
員
制
度
を
中
心
に
」
『
大
原
社
会
問
題

研
究
所
雑
誌
』
第
五
一
五
号
、
法
政
大
学
大
原
社
会
問
題
研
究
所
。

川
喜
多
喬
[
-
九
八
―
―
-
〕
「
巨
大
小
売
企
業
の
労
務
管
理
と
労
使
関
係
」

日
本
労
働
協
会
編
『
80
年
代
の
労
使
関
係
』
日
本
労
働
協
会
。

〔
一
九
八
九
]
『
産
業
変
動
と
労
務
管
理
』
日
本
労
働
協
会
。

河
西
宏
祐
〔
二

0
0
1
]
『
電
産
型
賃
金
の
世
界
i

そ
の
形
成
と
歴
史

的
意
義
[
新
装
版
〕
』
早
稲
田
大
学
出
版
部
o

〔二

0
0巴
「
能
力
給
（
電
産
型
賃
金
）
の
査
定
基
準
」
『
人

間
科
学
研
究
』
第
一
八
巻
第
一
号
、
早
稲
田
大
学
人
間
科
学
学
術
院
。

[
1
1
0
0
七
]
ぶ
翌
産
の
興
亡
（
一
九
四
七
＼
一
九
五
六
年
）

ー
電
産
型
賃
金
と
産
業
別
組
合
』
早
稲
田
大
学
出
版
部
。

関
西
経
営
者
協
会
[
-
九
九
四
]
『
本
社
人
事
部
門
の
機
能
と
将
来
像
に

関
す
る
調
査
』
関
西
経
営
者
協
会
。

木
村
琢
磨
[
二

O
O
六
〕
「
電
機
産
業
に
お
け
る
派
遣
．
諮
負
労
働
者
の

活
用
と
課
題
」
『
大
原
社
会
問
題
研
究
所
雑
誌
』
第
五
六
七
号
、
法

政
大
学
大
原
社
会
問
題
研
究
所
。

木
村
保
茂
・
永
田
萬
享
〔
―

1
0
0五
〕
『
転
換
期
の
人
材
育
成
シ
ス
テ
ム
』

学
文
社
。

楠
田
丘
二
〖

X
〗
―
-
]
『
楠
田
丘
オ
ー
ラ
ル
ヒ
ス
ト
リ
ー
』
政
策
研
究
大

学
院
大
学
。

[―

1
0
0
四
〕
『
賃
金
と
は
何
か
』
石
田
光
男
監
修
、
中
央
経

済
社
。

熊
沢
誠
[
-
九
九
七
]
『
能
力
主
義
と
企
業
社
会
』
〈
岩
波
新
書
〉
岩
波
書

店。

倉
敷
紡
績
株
式
会
社
編
[
-
九
八
八
]
『
倉
敷
紡
績
百
年
史
』
倉
敷
紡
績
。

倉
敷
紡
績
株
式
会
社
社
史
編
纂
委
員
編
〔
一
九
五
三
〕
『
倉
敷
紡
績
株
式

会
社
回
顧
六
十
五
年
』
倉
敷
紡
績
。

倉
橋
宏
[
-
九
六
二
「
経
営
管
理
と
人
事
組
織
計
画
」
『
労
務
研
究
』
第

一
四
巻
第
九
号
、
日
本
労
務
研
究
会
。

慶
應
義
塾
大
学
産
業
研
究
所
[
―

1
0
0
七
]
『
能
力
主
議
管
理
四

0
年

1

日
経
連
能
力
主
義
管
理
オ
ー
ラ
ル
ヒ
ス
ト
リ
ー
研
究
会
報
告

書
』
慶
応
義
塾
大
学
産
業
研
究
所
。

経
済
協
力
開
発
機
構
[
-
九
七
二
]
『
O
E
C
D
対
日
労
働
報
告
書
』
労

働
省
訳
・
編
、
日
本
労
働
協
会
。

『
現
代
の
労
働
|
ー
調
査
と
分
析
』
編
集
委
員
会
[
-
九
七
九
]
五
資
料
ー

労
働
戦
線
統
一
に
関
す
る
主
要
方
針
。
文
献
は
四
単
産
批
判
」
『
現

代
の
労
働
』
第
一
七
号
、
七
月
。

玄
田
有
史
・
神
林
龍
・
篠
崎
武
久
『
一

0
0
1
]
「
成
果
主
義
と
能
力
開

発
ー
結
果
と
し
て
の
労
働
意
欲
」
組
織
学
会
編
『
組
織
科
学
』
第

三
四
巻
第
三
号
、
白
桃
書
房
。

小
池
和
男
[
-
九
六
二
〕
『
日
本
の
賃
金
交
渉
』
東
京
大
学
出
版
会
。

[
―
九
七
六

a
]
「
労
働
運
動
の
展
開
」
飯
田
経
夫
ほ
か
『
現
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代
日
本
経
済
史
上
』
筑
摩
書
房
。

[
―
九
七
六
b
〕
「
『
三
池
』
」
飯
田
経
夫
ほ
か
『
現
代
日
本
経

済
史
上
』
筑
摩
書
房
。

[
―
九
九
七
〕
『
日
本
企
業
の
人
材
形
成
』
〈
中
公
新
書
〉
中
央

公
論
新
社
。

三

0
0互
『
仕
事
の
経
済
学
厨
三
版
h

東
洋
経
済
新
報

社。

編
〔
一
九
九
一
〕
『
大
卒
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
の
人
材
開
発
』
東

洋
経
済
新
報
社
。

・
猪
木
武
徳
編
三

0
0
二
〕
『
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
の
人
材
形

成
』
東
洋
経
済
新
報
社
。

・
村
松
久
良
光
・
山
本
郁
郎
[
-
九
七
六
〕
『
工
場
の
な
か
の

移
動
と
工
場
の
労
働
組
合
』
名
古
屋
大
学
経
済
学
部
・
調
査
と
資
料
、

第
五
八
号
。

・
中
馬
宏
之
・
太
田
聰
一

[
1
1
0
0
1

J

『
も
の
作
り
の
技
能
』

東
洋
経
済
新
報
社
。

合
成
化
学
産
業
労
働
組
合
連
合
[
-
九
七
―
]
『
合
化
労
連
二
十
年
史
』

合
成
化
学
産
業
労
働
組
合
連
合
。

厚
生
労
働
省

[
1
1
0
0
四
〕
『
派
遣
労
働
者
実
態
調
査
報
告
』
厚
生
労
働

省。

郷
田
悦
弘
[
-
九
八
―
]
「
C
D
P
の
フ
ィ
ー
ル
ド
か
ら
の
問
題
指
摘
」

『
早
稲
田
大
学
シ
ス
テ
ム
科
学
研
究
所
報
』
第
三
五
号
、
早
稲
田
大

学
シ
ス
テ
ム
科
学
研
究
所
。

小
島
健
司
[
-
九
七
五
]
『
春
闘
の
歴
史
』
青
木
書
店
。

古
林
喜
楽
[
-
九
五
―
―
-
]
『
賃
銀
形
態
論
』
森
山
書
店
。

小
林
謙
一
[
-
九
六
六
]
『
現
代
日
本
の
雇
用
構
造
』
岩
波
書
店
。

小
林
正
彬
[
-
九
八

O
J
『
海
運
業
の
労
働
問
題
』
日
本
経
済
新
聞
社
。

小
林
良
暢
『
一

0
0
1
I
]
'請
負
労
働
者
の
急
増
と
労
働
組
合
の
対
応
」

『
日
本
労
働
研
究
雑
誌
』
第
五

0
五
号
、
労
働
政
策
研
究
・
研
修
機

構゚

小
松
隆
二
[
-
九
七
二
『
企
業
別
組
合
の
生
成
』
御
茶
の
水
書
房
。

佐
口
和
郎
[
-
九
九

0
]
「
日
本
の
内
部
労
働
市
場
」
吉
川
洋
編
『
経
済

理
論
へ
の
歴
史
的
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ブ
』
東
京
大
学
出
版
会
。

[
―
九
九
―
]
『
日
本
に
お
け
る
産
業
民
主
主
義
の
前
提
』
東

京
大
学
出
版
会
。

[
―
九
九
六
]
二
蘭
度
成
長
期
以
降
の
雇
用
保
障
」
武
田
晴
人

編
『
日
本
経
済
発
展
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
』
東
京
大
学
出
版
会
。

・
橋
元
秀
一
編
〔
二

0
0三
『
人
事
労
務
管
理
の
歴
史
分
析
』

ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
。

桜
林
誠
[
-
九
八
五
]
『
産
業
報
国
会
の
組
織
と
機
能
』
御
茶
の
水
書
房
。

笹
島
芳
雄
『
一

0
0
1
]
『
賃
金
』
日
本
労
働
研
究
機
構
。

佐
藤
厚
〔
二

0
0
-
]
『
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
の
世
界
』
日
本
労
働
研
究
機

構゚

編

[
1
1
0
0
占
『
業
績
管
理
の
変
容
と
人
事
管
理
』
ミ
ネ
ル

ヴ
ァ
書
房
。

佐
藤
博
樹
[
-
九
九
九
〕
「
総
論
雇
用
管
理
」
日
本
労
働
研
究
機
構
編

『
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
ス
日
本
の
労
働
雇
用
管
理
⑤
』
日
本
労
働
研
究

機
構
。

•
佐
野
嘉
秀
編
〔
二
0
0
五
]
『
製
品
設
計
分
野
に
お
け
る
技

術
者
派
遣
企
業
の
キ
ャ
リ
ア
管
理
』
東
京
大
学
社
会
科
学
研
究
所
人

材
ビ
ジ
ネ
ス
研
究
寄
付
研
究
部
門
。

•
藤
村
博
之
・
八
代
充
史
〔
二
0
0
六
]
『
マ
テ
リ
ア
ル
人
事

労
務
管
理
[
新
版
]
』
有
斐
閣
o

佐
野
陽
子
[
-
九
七

0
]
『
賃
金
決
定
の
計
量
分
析
』
東
洋
経
済
新
報
社
。

佐
野
嘉
秀
〔
二

0
0
O
J
'
パ
ー
ト
労
働
の
職
域
と
労
使
関
係
ー
百
貨

店
業
A
社
の
事
例
」
『
日
本
労
働
研
究
雑
誌
』
第
四
八
一
号
、
労
働

政
策
研
究
・
研
修
機
構
゜

産
労
総
合
研
究
所
『
一

0
0
二
]
「
人
事
機
能
の
変
化
と
人
事
関
連
業
務

の
現
状
に
関
す
る
調
査
」
『
賃
金
実
務
』
第
九
一

0
号
、
産
労
総
合

研
究
所
。
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篠
塚
英
子
[
-
九
八
九
]
『
日
本
の
雇
用
調
整
I

オ
イ
ル
・
シ
ョ
ッ
ク

以
降
の
労
働
市
場
』
東
洋
経
済
新
報
社
。

柴
田
誠

□
一
0
0三
]
『
ト
ヨ
タ
語
の
辞
典
』
日
本
実
業
出
版
社
。

下
山
房
雄
[
-
九
七
二
〕
『
資
料
;
機
械
工
の
熟
練
と
賃
金
—
|
関
西
某

大
工
場
に
お
け
る
管
理
の
実
態
』
労
働
科
学
研
究
所
。

社
会
経
済
生
産
性
本
部
〔
二

0
0五
〕
『
労
働
生
産
性
の
国
際
比
較
I

生
産
性
研
究
レ
ポ
ー
ト
』
N
o
.
0110 

〔二

0
0六
]
嘉
力
働
生
産
性
の
国
際
比
較
生
産
性
研
究

レ
ポ
ー
ト
』
N
o
.
0
1
5
.
 

昭
和
同
人
会
[
-
九
六

O
J
『
わ
が
国
賃
金
構
造
の
史
的
考
察
』
至
誠
堂
。

所
史
編
さ
ん
委
員
会
[
-
九
八
五
]
『
日
々
新
た
に
I

君
津
製
鉄
所

20

年
史
〔
総
合
史
〕
』
新
日
本
製
鐵
株
式
会
社
君
津
製
鉄
所
。

白
井
泰
四
郎
[
-
九
六
八
]
叉
止
業
別
組
合
』
〈
中
公
新
書
〉
中
央
公
論
新

社。

[
―
九
七O
J
「
賃
金
制
度
論
の
一
視
角
ー
~
ブ
ル
ー
カ
ラ
ー

の
労
働
者
の
俸
給
化
を
め
ぐ
っ
て
L

『
経
営
志
林
』
第
六
巻
第
三
・

四
号
、
法
政
大
学
経
営
学
会
。

[
―
九
八
三
『
現
代
日
本
の
労
務
管
理
』
東
洋
経
済
新
報
社
。

・
花
見
忠
・
神
代
和
欣
[
-
九
八
六
〕
『
労
働
組
合
読
本
[
第

二
版
ご
東
洋
経
済
新
報
社
。

新
産
別
二
十
年
史
編
纂
委
員
会
〔
一
九
七

0
]
『
新
産
別
の
二
十
年

II
』

新
産
別
。

新
日
本
製
鉄
編
〔
二

0
0
四
]
『
鉄
と
鉄
鋼
が
わ
か
る
本
』
日
本
実
業
出

版
社
。

新
日
本
製
鐵
八
幡
労
働
組
合
[
-
九
八
四
]
『
新
日
鉄
八
幡
労
働
運
動
史
』

新
日
本
製
鐵
八
幡
労
働
組
合
。

菅
野
和
夫
〔
二

0
0
三
『
新
・
雇
用
社
会
の
法
補
訂
版
』
有
斐
閣
。

杉
山
裕

[
1
1
0
0
五
]
「
鉄
鋼
業
に
お
け
る
職
務
給
導
入
と
そ
の
変
容

I

八
幡
製
鉄
・
新
日
本
製
鉄
、
一
九
六

0
1
一
九
七
一
年
」
『
社

会
経
済
史
学
』
第
七
一
巻
第
四
号
、
社
会
経
済
史
学
会
。

〔二

O
O
<
l
'鉄
鋼
業
に
お
け
る
職
務
給
制
度
導
入
と
人
事

労
務
管
理
の
合
理
化
八
幡
製
鉄
所
を
事
例
と
し
て
」
『
経
営
史

学
』
第
四
二
巻
第
四
号
、
経
営
史
学
会
。

鈴
木
良
治
[
-
九
九
四
〕
『
日
本
的
生
産
シ
ス
テ
ム
と
企
業
社
会
』
北
海

道
大
学
図
書
刊
行
会
。

隅
谷
三
喜
男
[
-
九
五
四
]
ニ
口
炭
砿
業
の
労
働
組
合
し
大
河
内
一
男
編

『
日
本
労
働
組
合
論
』
有
斐
閣
。

[
―
九
六
七
〕
『
日
本
の
労
働
問
題
』
東
京
大
学
出
版
会
。

・
古
賀
比
呂
志
編
[
-
九
七
八
]
『
日
本
職
業
訓
練
発
達
史

《
戦
後
編
》

i

労
働
力
陶
冶
の
課
題
と
展
開
』
日
本
労
働
協
会
。

全
旭
化
成
労
働
組
合
連
合
会
[
-
九
六
―
-
]
『
全
旭
連
十
年
史
（
総
論
）
』

全
旭
化
成
労
働
組
合
連
合
会
。

千
住
鎮
雄
[
-
九
八
七
〕
『
作
業
研
究
』
日
本
規
格
協
会
。

全
繊
同
盟
史
編
集
委
員
会
[
-
九
六
六
〕
『
全
繊
同
盟
史
第
三
巻
』
全

国
繊
維
産
業
労
働
組
合
同
盟
。

[
―
九
六
七
]
『
全
繊
同
盟
史
第
四
巻
』
全
国
繊
維
産
業
労

働
組
合
同
盟
。

全
繊
三
菱
労
働
組
合
[
-
九
六
八
]
『
組
合
二
十
年
史
』
全
繊
三
菱
労
働

組
合
。

総
同
盟
五
十
年
史
刊
行
委
員
会
[
-
九
六
八
]
『
総
同
盟
五
十
年
史
第

三
巻
』
総
同
盟
五
十
年
史
刊
行
委
員
会
。

高
梨
昌
[
-
九
六
七
〕
『
日
本
鉄
鋼
業
の
労
使
関
係
』
東
京
大
学
出
版
会
。

[
―
九
九
五
〕
『
新
た
な
雇
用
政
策
の
展
開
[
改
訂
版
ご
労
務

行
政
研
究
所
。

竹
内
洋
二
九
九
五
]
『
日
本
の
メ
リ
ト
ク
ラ
シ
ー
』
東
京
大
学
出
版
会
。

立
道
信
吾
・
守
島
基
博
[
―

1
0
0六
]
「
働
く
人
か
ら
見
た
成
果
主
義
」

『
日
本
労
働
研
究
雑
誌
』
第
五
五
四
号
、
労
働
政
策
研
究
・
研
修
機

構。

千
葉
利
雄
[
-
九
九
八
〕
『
戦
後
賃
金
運
動
i

軌
跡
と
展
望
』
日
本
労

働
研
究
機
構
゜
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中
馬
宏
之
[
-
九
八
七
]
「
”
日
本
的
“
一
屁
用
慣
行
の
経
済
合
理
性
論
再
検

討
ー
|
―
九
二

0
年
代
の
日
米
比
較
の
視
点
か
ら
」
一
橋
大
学
経
済

研
究
所
編
『
経
済
研
究
』
第
三
八
巻
第
四
号
、
岩
波
書
店
。

通
商
産
業
省
産
業
政
策
局
企
業
行
動
課
編
[
-
九
八
―
]
『
日
本
的
雇
用

慣
行
の
ゆ
く
え
』
産
業
能
率
大
学
出
版
部
。

津
田
債
激
[
-
九
五
九
〕
『
労
働
問
題
と
労
務
管
理
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
。

[
―
九
九
―
]
『
人
間
関
係
ー
ー
集
団
と
個
人
』
日
本
労
働
研

究
機
構
゜

土
屋
直
樹
[
-
九
九
七
]
ぶ
大
手
製
鉄
所
製
造
職
場
の
作
業
組
織
と
人
材

形
成
」
『
鉄
鋼
業
の
労
使
関
係
と
人
材
形
成
』
日
本
労
働
研
究
機
構
゜

津
村
豊
治
・
佐
久
間
章
行
[
-
九
七
八
]
『
作
業
研
究
』
丸
善
。

都
留
康

[
1
1
0
0
1
]
1

人
事
評
価
と
賃
金
格
差
に
対
す
る
従
業
員
側
の

反
応
ー
ー
あ
る
製
造
業
企
業
の
事
例
分
析
」
一
橋
大
学
経
済
研
究
所

編
『
経
済
研
究
』
第
五
二
巻
第
二
号
、
岩
波
書
店
。

『

IOOfl:1]
「
日
本
企
業
の
人
事
制
度
」
都
留
康
・
阿
部
正

浩
・
久
保
克
行
『
日
本
企
業
の
人
事
制
度
改
革
ー
~
人
事
デ
ー
タ
に

よ
る
成
果
主
義
の
検
証
』
東
洋
経
済
新
報
社
。

鉄
鋼
十
年
史
編
集
委
員
会
[
-
九
八
―
]
『
鉄
鋼
十
年
史
』
日
本
鉄
鋼
連

盟。

鉄
鋼
労
連
・
労
働
調
査
協
議
会
編
[
-
九
八

0
]
『
鉄
鋼
産
業
の
労
使
関

係
と
労
働
組
合
』
日
本
労
働
協
会
。

電
機
総
研
〔
二

O
O
E
I
]
『
電
機
産
業
に
お
け
る
業
務
請
負
適
正
化
と
改

正
派
遣
法
へ
の
対
応
の
課
題
』
電
機
総
研
゜

戸
塚
秀
夫
ほ
か
[
-
九
八
七
]
『
現
代
イ
ギ
リ
ス
の
労
使
関
係
上
』
東

京
大
学
出
版
会
。

中
嶋
哲
夫
〔
二

0
0
四
〕
「
評
価
負
担
が
査
定
に
及
ぼ
す
影
響
i

営
業

所
長
の
査
定
か
ら
」
『
日
本
労
務
学
会
誌
』
第
六
巻
第
一
号
、
日
本

労
務
学
会
。

•
松
繁
寿
和
・
梅
崎
修
『
一
0
0
四
]
ぶ
賃
金
と
査
定
に
見
ら

れ
る
成
果
主
義
導
入
の
効
果
i

企
業
内
マ
イ
ク
ロ
デ
ー
タ
に
よ
る

分
析
」
『
日
本
経
済
研
究
』
第
四
八
号
、
日
本
経
済
研
究
セ
ン
タ
ー
。

永
瀬
伸
子
[
二

O
O
二
:
ハ
ー
ト
の
賃
金
に
一

O
三
万
円
の
壁
は
重
要

か
」
『
日
本
労
働
研
究
雑
誌
』
第
四
八
九
号
、
労
働
政
策
研
究
・
研

修
機
構
゜

中
林
真
幸

[
1
1
0
0三
〕
「
賃
金
体
系
に
よ
る
誘
因
制
御
」
『
近
代
資
本
主

義
の
組
織
ー
_
製
糸
業
の
発
展
に
お
け
る
取
引
の
統
治
と
生
産
の
構

造
』
東
京
大
学
出
版
会
。

中
村
圭
介
[
-
九
九
六
〕
『
日
本
の
職
場
と
生
産
シ
ス
テ
ム
』
東
京
大
学

出
版
会
。『

1
0
0五
]
忍
営
業
予
算
、
シ
ー
ズ
ン
プ
ラ
ン
と
成
果
行
動
」

中
村
圭
介
・
石
田
光
男
編
『
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
の
仕
事
と
成
果
—
ー

人
事
管
理
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
』
東
洋
経
済
新
報
社
。

[二

0
0六
a]
『
成
果
主
義
の
真
実
』
東
洋
経
済
新
報
社
。

『

1
0
0六
b
〕
「
成
果
主
義
と
人
事
改
革
」
『
日
本
労
働
研
究

雑
誌
』
第
五
五
六
号
、
労
働
政
策
研
究
・
研
修
機
構
゜

・
石
田
光
男
編
〔
―

1
0
0五
]
『
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
の
仕
事
と

成
果
I

人
事
管
理
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
』
東
洋
経
済
新
報
社
。

中
村
恵
[
-
九
八
三
「
組
合
の
規
制
と
職
場
集
団
の
自
律
性
—
|
ス
ー

パ
l
F
社
と
百
貨
店
G
社
」
日
本
労
働
協
会
編
『
80
年
代
の
労
使
関

係
』
日
本
労
働
協
会
。

[
―
九
在
―
]
「
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
の
労
務
管
理
と
職
種
概
念
」

橘
木
俊
詔
編
『
査
定
・
昇
進
・
賃
金
決
定
』
有
斐
閣
。

南
雲
智
映
・
梅
崎
修
『
一

0
0七
a
〕
「
職
員
・
エ
員
身
分
差
の
撤
廃
に

至
る
交
渉
過
程
ー
『
経
営
協
議
会
』
史
料
(
-
九
四
五
＼
一
九
四

七
年
）
の
分
析
」
『
日
本
労
働
研
究
雑
誌
』
第
五
五

0
号
、
労
働
政

策
研
究
・
研
修
機
構
゜

□0
0七
b
]
「
終
戦
虹
後
の
経
営
危
機
下
に
お
け
る
人
事

施
策
を
め
ぐ
る
労
使
交
渉
ー
『
経
営
協
議
会
』
史
料
（
一
九
四
五

1
一
九
四
九
）
の
分
析
」
二

0
0七
年
度
日
本
労
務
学
会
大
会
報
告
。

夏
目
大
介
[
二

O
O
五
]
『
鉄
鋼
業
に
お
け
る
生
産
管
理
の
展
開
』
同
文
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舘゚

仁
田
道
夫
[
-
九
八
八
]

s

日
本
の
労
働
者
参
加
』
東
京
大
学
出
版
会
。

[
―
九
八
九
]
ぶ
力
使
協
議
制
L

大
谷
真
忠
・
佐
設
誉
編
『
労

使
関
係
の
ゆ
く
え
』
中
央
経
済
社
。

[
―
九
九
三
〕
「
日
本
と
米
固
に
お
け
る
能
率
管
理
の
展
開
」

石
田
光
男
ほ
か
編
『
労
使
関
係
の
比
較
研
究
』
東
京
大
学
出
版
会
。

[
―
九
九
五
]
「
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ス
チ
ー
ル
社
に
お
け
る
経
営

改
革
と
労
使
関
係
」
『
ア
メ
リ
カ
鉄
鋼
業
の
最
近
の
労
使
関
係
の
展

開
に
関
す
る
研
究
』
日
本
労
働
研
究
機
構
調
査
研
究
報
告
書
N
o
.

6
5

、
日
本
労
働
研
究
機
構
゜

[
―
九
九
八
〕
「
労
使
関
係
論
と
社
会
政
策
に
関
す
る
覚
書
」

社
会
政
策
学
会
編
『
社
会
政
策
叢
書
第
二
二
集
社
会
政
策
学
会
百

年
』
啓
文
社
。

[
1
1
0
0
三
]
『
変
化
の
な
か
の
雇
用
シ
ス
テ
ム
』
東
京
大
学

出
版
会
。『

1
0
0
四
〕
「
一
九
四
六
年
の
海
員
争
議
」
『
社
会
科
学
研

究
』
第
五
六
巻
第
一
号
、
東
京
大
学
社
会
科
学
研
究
所
。

□
1
0
0七
]
虚
力
働
法
改
革
と
雇
用
シ
ス
テ
ム
」
社
会
政
策

学
会
編
『
格
差
社
会
へ
の
視
座
貧
困
と
教
育
機
会
』
法
律
文
化

社。

日
本
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
協
会
[
-
九
六
八
]
『
I

E
技
法
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
』
丸
善
。

日
本
経
営
者
団
体
連
盟
[
-
九
五

O
J
『
新
労
務
管
理
の
あ
り
方
』
日
本

経
営
者
団
体
連
盟
。

[
―
九
五
五
]
『
職
務
給
の
研
究
』
日
本
経
営
者
団
体
連
盟
。

二
九
五
六
〕
『
能
率
給
の
現
代
的
考
察
ー
能
率
給
近
代
化

の
た
め
に
』
日
本
経
営
者
団
体
連
盟
。

[
―
九
六
―
]
『
新
段
階
の
日
本
経
済
と
賃
銀
問
題
I

安
定

賃
金
・
職
務
給
へ
の
要
請
』
日
本
経
営
者
団
体
連
盟
。

[
―
九
六
七
〕
『
経
営
近
代
化
の
た
め
の
要
員
管
理
』
日
本
経

営
者
団
体
連
盟
。

[
―
九
六
九
]
『
能
力
主
義
管
理
I

そ
の
理
論
と
実
践
』
日

本
経
営
者
団
体
連
盟
。

[
―
九
八

0
]
『
新
職
能
資
格
制
度
I

設
計
と
運
用
』
日
本

経
営
者
団
体
連
盟
。

[
―
九
八
丸
『
職
能
資
格
制
度
と
職
務
調
査
』
日
本
経
営
者

団
体
連
盟
。

[
―
九
九
五
〕
『
新
時
代
の
「
日
本
的
経
営
」
ー
挑
戦
す
べ
き

方
向
と
そ
の
具
体
策
』
日
本
経
営
者
団
体
連
盟
。

日
本
産
業
訓
練
協
会
[
-
九
七
五
〕
『
企
業
内
教
育
の
現
状
と
課
題
I

最
近
五
年
間
の
推
移
と
問
題
点
』
日
本
産
業
訓
練
協
会
。

〔
一
九
七
―
]
『
産
業
訓
練
百
年
史
』
日
本
産
業
訓
練
協
会
。

日
本
人
事
労
務
研
究
所
『
一

0
0六
]
『
月
刊
人
事
労
務
』
―
二
月
号
、

日
本
人
事
労
務
研
究
所
。

日
本
人
文
科
学
会
〔
一
九
六
三
]
『
技
術
革
新
の
社
会
的
影
響
』
東
京
大

学
出
版
会
。

日
本
精
工
株
式
会
社
[
-
九
六
七
]
『
日
本
精
工
五
十
年
史
』
日
本
精
工

株
式
会
社
。

日
本
生
産
性
本
部
[
-
九
六
五
]
『
生
産
性
運
動
一

0
年
の
歩
み
』
日
本

生
産
性
本
部
。

日
本
生
産
性
本
部
労
使
協
議
制
常
任
委
員
会
編
[
-
九
六
六
]
又
止
業
内

に
お
け
る
人
事
労
務
部
門
の
地
位
と
任
務
』
日
本
生
産
性
本
部
。

二
九
八
六
]
『
人
事
労
務
部
門
の
役
割
と
労
使
関
係
の
将
来
』

日
本
生
産
性
本
部
。

日
本
賃
金
資
料
セ
ン
タ
ー
『
一

0
0五
]
「
事
例
1

伊
藤
忠
商
事
」
『
賃

金
実
務
』
第
九
七
九
号
、
産
労
総
合
研
究
所
。

日
本
労
働
協
会
編
〔
一
九
七
五
〕
『
配
置
転
換
を
め
ぐ
る
労
使
関
係
』
日

本
労
働
協
会
。

日
本
労
働
研
究
機
構
[
-
九
九
二
〕
『
大
企
業
の
本
社
人
事
部
』
資
料
シ

リ
ー
ズ
N
o
.
2
3
0
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文 献

[
―
九
九
四

a
]
『
企
業
内
に
お
け
る
技
能
者
の
能
力
開
発
に

関
す
る
実
態
分
析
l

企
業
内
職
業
能
力
開
発
短
期
大
学
校
の
実

態
』
資
料
シ
リ
ー
ズ

No.
3
8
0
 

[
―
九
九
四
b
]
『
企
業
内
キ
ャ
リ
ア
の
分
析
』
調
査
研
究
報

告
書

No.
5
8
0
 

[
―
九
九
五
]
『
大
卒
者
の
初
期
キ
ャ
リ
ア
形
成
』
調
査
研
究

報
告
書

No.
6
4
0
 

[
―
九
九
六

a
]
『
自
動
車
企
業
の
労
働
と
人
材
形
成
』
資
料

シ
リ
ー
ズ

No.
5
8
0
 

[
―
九
九
六
b
]
『
企
業
内
教
育
の
現
状
と
課
題
』
資
料
シ
リ

ー
ズ

N
o
.
5

9

。

〔
一
九
九
七

a
]
『
管
理
職
層
の
雇
用
管
理
シ
ス
テ
ム
に
関
す

る
総
合
的
研
究
（
上
）
』
調
査
研
究
報
告
書

N
o
.
9
4
。

〔
一
九
九
七
b
]
『
国
際
比
較
大
卒
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
の
人

材
開
発
・
雇
用
シ
ス
テ
ム
|
ー
日
、
英
、
米
、
独
の
大
企
業

(
1
)

事
例
調
査
編
』
調
査
研
究
報
告
書
N
o
.
9
5
0
 

[
―
九
九
八

a
]
『
国
際
比
較
大
卒
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
の
人

材
開
発
・
屈
用
シ
ス
テ
ム
|
ー
日
、
米
、
独
の
大
企
業

(
2
)

ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
編
』
調
査
研
究
報
告
書
N
o
.
1
0
1
0
 

〔
一
九
九
八
b
]
『
管
理
職
層
の
雇
用
管
理
シ
ス
テ
ム
に
関
す

る
総
合
的
研
究
（
下
）
』
調
査
研
究
報
告
書

N
o
.
1
0
7
0
 

[
―
九
九
八
C
]

『
企
業
内
に
お
け
る
教
育
訓
練
経
歴
と
研
修

ニ
ー
ズ
』
調
査
研
究
報
告
書
N
o
.
1
0
8
0
 

[
―
九
九
八
d
]
『
ド
イ
ツ
企
業
の
賃
金
と
人
材
育
成
』
海
外

調
査
シ
リ
ー
ズ

No.
4
4
0
 

〔
一
九
九
九
]
『
変
化
す
る
大
卒
者
の
初
期
キ
ャ
リ
ア
』
調
査

研
究
報
告
書

No.
1
2
9

。

三
0
0
0
a
]
『
変
革
期
の
大
卒
採
用
と
人
的
資
源
管
理
』

調
査
研
究
報
告
書

No.
1
2
8
0
 

二
i
0
0
0
b
]
『
情
報
産
業
の
人
的
資
源
管
理
と
労
働
市
場
』

調
査
研
究
報
告
書

N
o
.
1
3
4
0
 

編
[
-
九
九
五
〕
『
産
業
成
熟
時
代
の
分
業
関
係
と
グ
ル
ー
プ

労
連
の
役
割
』
日
本
労
働
研
究
機
構
゜

日
本
労
務
研
究
会
[
-
九
六
三
]
「
人
事
・
労
務
部
門
の
組
織
と
機
能
」

『
労
務
研
究
』
第
一
六
巻
第
五
号
、
日
本
労
務
研
究
会
。

日
本
労
務
研
究
会
・
昇
給
制
度
委
員
会
編
[
-
九
五
九
]
『
昇
給
制
度
の

実
証
的
研
究
』
日
本
労
務
研
究
会
。

二
村
一
夫
[
-
九
八
七
〕
「
日
本
労
使
関
係
の
歴
史
的
特
質
L

『
社
会
政
策

学
会
年
報
第
三
一
集
日
本
の
労
使
関
係
の
特
質
』
御
茶
の
水
書
房
。

[
―
九
九
四
」
「
戦
後
社
会
の
起
点
に
お
け
る
労
働
組
合
運
動
」

渡
辺
治
他
編
『
戦
後
改
革
と
現
代
社
会
の
形
成
』
〈
日
本
近
現
代
史

4
〉
岩
波
書
店
。

[
―
九
九
七
]
「
工
員
・
職
員
の
身
分
差
別
撤
廃
」
『
日
本
労
働

研
究
雑
誌
』
第
四
四
三
号
、
労
働
政
策
研
究
・
研
修
機
構
゜

根
本
孝
こ
一

0
0
六
]
:
〈
事
部
門
の
役
割
」
根
本
孝
・
金
雅
美
編
『
人

事
管
理
』
学
文
社
。

野
村
正
賓
[
-
九
九
―
]
「
生
産
性
管
理
と
人
間
関
係
諸
活
動
」
戸
塚
秀

夫
・
兵
藤
釧
編
『
労
使
関
係
の
転
換
と
選
択
』
日
本
評
論
社
。

〔
一
九
凸
―
-
]
『
ト
ヨ
テ
ィ
ズ
ム
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
。

[―

1
0
0占
『
日
本
的
雇
用
慣
行
l

全
体
像
構
築
の
試
み
』

ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
。

間
宏
[
-
九
六
四
〕
『
日
本
労
務
管
理
史
研
究
』
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社
。

二
九
八
―
]
『
日
本
の
使
用
者
団
体
と
労
使
関
係
』
日
本
労

働
協
会
。

橋
元
秀
一
[
-
九
八
四
〕
「
戦
後
年
功
賃
金
の
実
態

l
M造
船
の
事
例

に
即
し
て
」
『
経
済
学
研
究
』
第
二
七
号
、
東
京
大
学
経
済
学
研
究

会。

[
―
九
八
五
〕
「
戦
後
型
年
功
賃
金
と
そ
の
意
義
l

一
九
五

0
年
代
の

M
造
船
に
お
け
る
賃
金
問
題
の
展
開
」
『
研
究
資
料
月
報
』

第
三
二
五
号
、
大
原
社
会
問
題
研
究
所
。
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[
―
九
九
三
「
能
力
主
義
と
賃
金
体
系
造
船
重
機
産
業

の
事
例
研
究
を
通
し
て
」
栗
田
健
編
『
現
代
日
本
の
労
使
関
係
I

効
率
性
の
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
』
労
働
科
学
研
究
所
出
版
部
。

□0
0
三
〕
「
職
能
等
級
制
度
と
職
能
給
」
佐
口
和
郎
・
橋

元
秀
一
編
『
人
事
労
務
管
理
の
歴
史
分
析
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
。

花
田
光
世
〔
一
九
八
九
]
贔
個
性
主
義
に
根
ざ
し
た
人
事
制
度
の
展
開
」

一
橋
大
学
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
研
究
セ
ン
タ
ー
編
『
ビ
ジ
ネ
ス
レ
ビ
ュ

ー
』
第
三
六
巻
第
三
号
、
千
倉
書
房
。

[
―
九
九
六
]
「
人
的
資
源
開
発
論
を
超
え
て
」
『
経
営
者
』
第

五
0
巻
第
六
号
、
日
本
経
営
者
団
体
連
盟
出
版
部
。

晴
山
俊
雄
『
一

0
0
岳
『
日
本
賃
金
管
理
史
』
文
倶
堂
。

樋
口
純
平
三

0
0
竺
「
成
果
主
義
の
導
入
プ
ロ
セ
ス
に
お
け
る
問
題

と
対
応
ー
|
自
動
車
メ
ー
カ

l
A
社
に
お
け
る
賃
金
制
度
改
革
か
ら

の
示
唆
」
『
日
本
労
働
研
究
雑
誌
』
第
五
五
六
号
、
労
働
政
策
研

究
・
研
修
機
構
゜

樋
口
美
雄
[
-
九
九
五
]
「
『
専
業
主
婦
』
保
護
政
策
の
経
済
的
帰
結
」
八

田
達
夫
・
八
代
尚
宏
編
『
「
弱
者
」
保
護
政
策
の
経
済
分
析
』
日
本

経
済
新
聞
社
。

三

0
0
1
]
『
人
事
経
済
学
』
生
産
性
出
版
。

久
本
憲
夫
[
-
九
九
七
]
「
急
増
す
る
管
理
職
ク
ラ
ス
と
労
働
組
合
の
組

織
的
課
題
」
連
合
総
合
生
活
開
発
研
究
所
編
『
創
造
的
キ
ャ
リ
ア
時

代
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
』
日
本
評
論
社
。

[
―
九
九
八
〕
『
企
業
内
労
使
関
係
と
人
材
育
成
』
有
斐
閣
。

[
―
九
九
九

a
]
「
技
能
の
特
質
と
継
承
」
『
日
本
労
働
研
究
雑

誌
』
第
四
六
八
号
、
労
働
政
策
研
究
・
研
修
機
構
゜

[
―
九
九
九
b
〕
「
ド
イ
ツ
自
動
車
産
業
の
賃
金
制
度
」
日
独

労
働
法
協
会
編
『
日
独
労
働
法
協
会
会
報
』
第
二
号
。

[二

0
0
1
―
-
〕
『
正
社
員
ル
ネ
サ
ン
ス
』
〈
中
公
新
書
〉
中
央
公

論
新
社
。

□0
0
四

a
]
「
職
業
訓
練
政
策
の
展
開
ー
養
成
訓
練
と

技
能
検
定
の
意
味
」
玉
井
金
五
・
久
本
憲
夫
編
『
高
度
成
長
の
な
か

の
社
会
政
策
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
。

□0
0
四
b
]
「
成
果
主
義
化
と
現
状
と
今
後
」
『
ク
ォ
ー
タ

リ
ー
生
活
福
祉
研
究
』
第
四
八
号
、
明
治
安
田
生
活
福
祉
研
究
所
。

[
1
1
0
0五
]
ぶ
力
使
協
議
の
実
態
」
久
本
憲
夫
・
電
機
総
研

編
『
会
社
が
割
れ
る
1
・
電
機
産
業
に
何
が
お
こ
っ
た
か
ー
ー
事
業

再
編
と
労
使
関
係
』
日
本
評
論
社
。

[―

1
0
0七
]
ぶ
力
働
者
の
『
身
分
』
に
つ
い
て
ー
エ
職
身

分
格
差
撤
廃
と
均
等
処
遇
」
『
日
本
労
働
研
究
雑
誌
』
第
五
六
二
号
、

労
働
政
策
研
究
・
研
修
機
構
゜

兵
藤
釧
[
-
九
七
―
]
『
日
本
に
お
け
る
労
資
関
係
の
展
開
』
東
京
大
学

出
版
会
。[

―
九
九
七

a
]
『
労
働
の
戦
後
史
上
』
東
京
大
学
出
版
会
。

[
―
九
九
七
b
]
『
労
働
の
戦
後
史
下
』
東
京
大
学
出
版
会
。

平
尾
武
久
・
伊
藤
健
市
・
関
口
定
一
・
森
川
章
[
-
九
九
八
]
『
ア
メ
リ

カ
大
企
業
と
労
働
者
ー
一
九
―

1
0年
代
労
務
管
理
史
研
究
』
北
海

道
大
学
図
書
刊
行
会
。

平
野
光
俊
[
―

1
0
0六
]
『
日
本
型
人
事
管
理
ー
|
進
化
型
の
発
生
プ
ロ

セ
ス
と
機
能
性
』
中
央
経
済
社
。

藤
沢
建
二
[
-
九
七
八
]
「
大
手
製
鉄
所
本
工
労
働
力
の
再
編
・
陶
冶
」

道
又
健
治
郎
編
『
現
代
日
本
の
鉄
鋼
労
働
問
題
』
北
海
道
大
学
図
書

刊
行
会
。

藤
田
若
雄
〔
一
九
五
七
]
『
協
約
闘
争
の
理
論
』
労
働
法
律
旬
報
社
。

藤
村
博
之
[
-
九
八
九
]
土
成
績
査
定
の
国
際
比
較
L

『
日
本
労
働
研
究
雑

誌
』
第
三
六
二
号
、
労
働
政
策
研
究
・
研
修
機
構
。

[
―
九
九
八
]
「
管
理
職
に
よ
る
評
価
制
度
の
運
用
|
|
『
差
を

つ
け
る
人
事
制
度
』
は
可
能
か
」
『
日
本
労
働
研
究
雑
誌
』
第
四
六

0
号
、
労
働
政
策
研
究
・
研
修
機
構
゜

法
政
大
学
大
原
社
会
問
題
研
究
所
編
[
-
九
五
四
]
『
日
本
労
働
年
鑑

第
二
六
集
(
-
九
五
四
年
版
）
』
労
働
旬
報
社
。
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文 献

[
―
九
六
六
〕
『
日
本
労
働
年
鑑

版
）
』
労
働
旬
報
社
。

北
海
道
大
学
教
育
学
部
産
業
教
育
計
画
研
究
施
設
〔
一
九
七
四
]
『
鉄
鋼

業
の
「
合
理
化
」
と
企
業
内
教
育
I
』
北
海
道
大
学
教
育
学
部
産
業

教
育
計
画
研
究
施
設
研
究
報
告
書
110

北
海
道
大
学
高
等
教
育
機
能
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
[
-
九
九
九
〕
『
企
業

社
会
と
教
育
訓
練
』
生
涯
学
習
研
究
年
報
第
五
号
。

本
田
一
成
[
-
九
九
二
]
『
チ
ェ
ー
ン
ス
ト
ア
業
界
に
お
け
る
雇
用
の
多

様
化
と
労
使
関
係
』

No.
3
0
、
日
本
労
働
研
究
機
構
。

〔二

0
0
二
]
『
チ
ェ
ー
ン
ス
ト
ア
の
人
材
開
発
1

日
本
と

西
欧
』
千
倉
璽
房
。

『
]
0
0
~
]
『
チ
ェ
ー
ン
ス
ト
ア
の
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー

1

基
幹
化
と
新
し
い
労
使
関
係
』
白
桃
書
房
。

毎
日
新
聞
社
[
-
九
六
五
]
「
人
減
ら
し
合
理
化
の
現
状
と
問
題
点
」
『
エ

コ
ノ
ミ
ス
ト
』
九
月
二
八
日
号
、
毎
日
新
聞
社
。

前
野
道
三
[
-
九
六
三
]
五
鉄
鋼
コ
ス
ト
引
き
下
げ
へ
の
努
力
」
鉄
鋼
連

盟
『
鉄
鋼
界
』
―
―
―
月
号
。

孫
田
良
平
[
-
九
六
五
〕
「
戦
時
労
働
論
へ
の
疑
問
」
『
日
本
労
働
協
会
雑

誌
』
第
七
巻
第
七
号
、
日
本
労
働
協
会
。

[
―
九
七
二
]
「
賃
金
体
系
の
変
動
」
金
子
美
雄
編
『
賃
金

I

そ
の
過
去
・
現
在
・
未
来
』
日
本
労
働
協
会
。

•
鈴
木
宏
昌
『
一
0
0
1
]
「
今
日
の
経
営
・
労
働
制
度
の
基

盤
形
成
1

戦
時
期
の
賃
金
と
そ
の
遺
産
」
『
日
本
労
務
学
会
誌
』

第
三
巻
第
一
号
、
日
本
労
務
学
会
。

松
崎
義
[
-
九
八
二
〕
『
日
本
鉄
鋼
産
業
分
析
』
日
本
評
論
社
。

松
繁
寿
和
[
―

1
0
0
二
〕
「
『
成
果
主
義
』
と
は
な
に
で
、
本
当
に
効
果
が

あ
る
の
か
」
『
日
本
労
働
研
究
雑
誌
』
第
五

0
一
号
、
労
働
政
策
研

究
・
研
修
機
構
゜

[
1
]
0
0
~
]「従
業
員
の
報
酬
制
度
に
関
す
る
認
識
L

『
日
本

労
働
研
究
雑
誌
』
第
五
六

0
号
、
労
働
政
策
研
究
・
研
修
機
構
゜

第
三
七
集
(
-
九
六
七
年

・
梅
崎
修
『
一

0
0
互
「
人
事
制
度
導
入
の
決
定
要
因
ー
ー

医
薬
品
産
業
に
お
け
る
人
事
処
遇
施
策
の
導
入
過
程
し
松
繁
寿
和
・

梅
崎
修
・
中
嶋
哲
夫
編
『
人
事
の
経
済
分
析
I

人
事
制
度
改
革
と

人
材
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
。

道
又
健
治
郎
編
[
-
九
七
八
〕
『
現
代
日
本
の
鉄
鋼
労
働
問
題
I

鉄
鋼

労
働
力
の
重
層
構
造
と
再
編
・
陶
冶
の
実
態
』
北
海
道
大
学
図
書
刊

行
会
。

三
井
鉱
山
株
式
会
社
[
-
九
六
三
]
『
資
料
三
池
争
議
』
日
本
経
営
者
団

体
連
盟
弘
報
部
。

三
原
泰
熙
〔
一
九
八
六
〕
「
機
械
加
工
職
場
の
技
能
形
成
」
小
池
和
男
編

『
現
代
の
人
材
育
成
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
。

村
松
久
良
光
[
-
九
九
六
]
孟
翌
産
職
場
に
お
け
る
知
的
熟
練
と
統
合
・

分
離
の
傾
向
」
『
日
本
労
働
研
究
雑
誌
』
第
四
三
四
号
、
労
働
政
策

研
究
・
研
修
機
構
゜

明
治
大
学
社
会
科
学
研
究
所
編
[
-
九
六
―
]
『
鉄
鋼
業
の
合
理
化
と
労

働
』
白
桃
書
房
。

も
の
が
た
り
戦
後
労
働
運
動
史
刊
行
委
員
会
〔
二

0
0
0
a
]
『
も
の
が

た
り
戦
後
労
働
運
動
史
第

IX
巻
』
教
育
文
化
協
会
。

□O
O
O
b
]
『
も
の
が
た
り
戦
後
労
働
運
動
史
第

x巻』

教
育
文
化
協
会
。

守
島
基
博
[
-
九
九
七

a]
「
新
し
い
一
雇
用
関
係
と
過
程
の
公
平
性
L

組

織
学
会
編
『
組
織
科
学
』
第
三
一
巻
第
二
号
、
白
桃
書
房
。

二
九
九
七
b
]
「
企
業
内
賃
金
格
差
の
組
織
論
的
イ
ン
プ
リ

ケ
ー
シ
ョ
ン
」
『
日
本
労
働
研
究
雑
誌
』
第
四
四
九
号
、
労
働
政
策

研
究
・
研
修
機
構
゜

[
―
九
九
九

a
]
「
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
・
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
・

シ
ス
テ
ム
の
変
化
と
過
程
の
公
平
性
」
『
社
会
科
学
研
究
』
第
五
〇

巻
第
三
号
、
東
京
大
学
社
会
科
学
研
究
所
。

[
―
九
九
九
b
]
「
成
果
主
義
の
浸
透
が
職
場
に
与
え
る
影
響
」

『
日
本
労
働
研
究
雑
誌
』
第
四
七
四
号
、
労
働
政
策
研
究
・
研
修
機
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構゚

編

[
1
0
0
1
1
]
『
2
1
世
紀
の
”
戦
略
型
“
人
事
部
』
日
本
労

働
研
究
機
構
゜

門
田
安
弘
[
-
九
九
―
]
『
新
ト
ヨ
タ
シ
ス
テ
ム
』
講
談
社
。

八
代
尚
宏
[
-
九
九
六
〕
『
雇
用
の
流
動
化
と
国
民
生
活
』
全
国
勤
労
者

福
祉
振
興
協
会
。

[
―
九
九
八
〕
『
人
事
部
は
も
う
い
ら
な
い
』
講
談
社
。

[
―
九
九
九
〕
『
雇
用
改
革
の
時
代
ー
~
働
き
方
は
ど
う
変
わ

る
か
』
〈
中
公
新
書
〉
中
央
公
論
新
社
。

八
代
充
史
[
-
九
八
七
]
又
止
業
内
昇
進
に
お
け
る
『
効
率
』
と
『
動
機

づ
け
』
1

わ
が
国
企
業
に
お
け
る
資
格
制
度
の
機
能
に
つ
い
て
L

『
三
田
商
学
研
究
』
第
三

0
巻
第
二
号
、
慶
応
義
塾
大
学
商
学
会
。

[
―
九
九
二
〕
「
大
手
企
業
に
お
け
る
本
社
人
事
部
の
組
織
と

機
能
」
『
日
本
労
働
研
究
機
構
紀
要
』
第
四
号
、
日
本
労
働
研
究
機

構゚

[
―
九
九
五
〕
『
大
企
業
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
の
キ
ャ
リ
ァ
ー

異
動
と
昇
進
の
実
証
分
析
』
日
本
労
働
研
究
機
構
゜

[
―
九
九
六
]
「
経
営
管
理
職
層
の
能
力
開
発
と
職
能
資
格
制

度
L

『
日
本
労
働
研
究
雑
誌
』
第
四
三
四
号
、
労
働
政
策
研
究
・
研

修
機
構
゜

安
田
浩
[
-
九
九
―
]
「
官
僚
と
労
働
者
問
題
」
東
京
大
学
社
会
科
学
研

究
所
編
『
現
代
日
本
社
会
4

歴
史
的
前
提
』
東
京
大
学
出
版
会
。

八
幡
製
鉄
株
式
会
社
八
幡
製
鉄
所
[
-
九
五
一
―
-
〕
『
八
幡
製
鉄
所
労
働
運

動

誌

』

八

幡

製

鉄

所

。

＇

八
幡
製
鉄
所
所
史
編
さ
ん
実
行
委
員
会
[
-
九
八

O
J
『
八
幡
製
鉄
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事項索引

ア

洗替え方式 IO4 

アルバイト II, 22, 4J, 56, 58, 63, 65-

66, 68-69, 262 

池田・太田会談 222 

一時帰休制 20,36-37 

一時休業 38-39 

一次労働市場／二次労働市場 IO 

異動 I2, IO7, II2-II6, II8, I3Iブ 34,

I36-I38, I89, I炉， 237,242,25,,264,

266-2今，273,277

移動 II2-II3, II5-II6, IJ2 

企業間—- III-II2 

企業内一~ III-II6 

職能内／職能間 →「職能」

職場内／職場間一―- II2-II3 

インセンティブ 6I, II4, II6, I69, IJ6-

I77, I79, I85, I87, 239 

能力開発＿ II7 

インセンティブ制度 77,239 

長期- 93,97,ro3,ro4 

請負 IO, 24,JO, 47-48,5I, 53-54, 62-

64, 66-69,7,,78,,58,,60'245,262, 

芍0

親方＿制 8I,I65 

OECD報告 20I, 20J 

OJT 25, ro7-rr5, rr8-rr9, I2I, r27, 

13I, I33-I34, I4°, I46-I47, I50, I58, 

I釦， 2戸，273

教える II4, II9, I23, r58 

計画的な II6, I26,273 

フルーカラーの IOJ 

off-JT Io8-II2, I58, I6I, 2J2, 273 

企業内 25'107'140-157 

職場の~ 中

ヵ

解雇 IJ,20,27-33,36-40,43,49―50' 

55, 62,208, 2r2-2r4, 2IJ, 225,228,237 

回避行動 r5,27っ8,3°,35-4°,

45―46, 50'225 

-—ー権 269 

手当 2ダ 3',49

—ーについての判例法理 39,46, 

52. 269 

ー一反対争議、撤廃闘争 I2, r4, 

29,p-32,35-37'49づI,2IJ,224-225

ー一法制 46 

指名— I2, IJ,33-34,45 

整理一―- r6,30,39芹 0

整理 の四要件 39 

外部労働市場 IO-II,76,8I 

家族給 84,87 

学校歴競争 IIO 

間接雇用 ro, r3, 23, 47, 63, r58, r6o 

間接的労務管理／直接的労務管理 8I 

完全雇用 32,5I,2I4,2I7 

機会主義 I76-r77, r88, 226,243,274 

基礎職業能力 ro8-ro9, 2戸

希望退職 I4ーr6,r8,33-35,37-38, 42-

43,45, r58, r6r 

基本給 IJ, r9, 84, 87, 89 

キャリア形成 III, II4,函

QC活動 II9, I4I, I5I, I75, I78 

『給与厚生調査』 I67,I68 

教育訓練制度 20,IIO-III, I4°―r57, 

インフォーマルな＿ 巧0-I5I 273 

3°9 



階層別 I4I-I46, I54 

新入社員 I22, 141-z46, 1J4 

業績管理 26,164'166,169',75ゴ 76,

I78, I85-I86, I9I-I93, I95-I98, 274 

業績目標 I69, I77,I86-I87, 19I, I95-

I96, I98-I99 

の設定 I76,186-187, I95 

勤続給 87 

均等処遇原則 61 

経営協議会 2,4,2I6,229 

経営審議会 I73ゴ 74

計画値管理 I75ゴ 78,276

契約社員 IO, 2J, 66, 68-69,7I, 158, 

I6o, 194-I95, 2わ， 270'277

契約理論 77,270 

経路依存性論 243 

月給 42, 78, 87, 269 

日給制 2I, 270 

現金給与 73 

健康保険法 (1922年） 50 

研修 IO9, III, I4I-I46, I54-I57,24°, 

263 

減耗不補充 38 

皇国勤労観 82 

工場法 (1911年） 49-5o'245 

改正 (1926年） 50 

工職格差 22 →「職員・エ員身分差

撤廃」も見よ

工数 I79-I82,I88 

高度経済成長 9'11-12'16,33,36,38' 

52,55-56, IO7, I7I-I72, I75, I78, 222, 

芍 I,269, 2戸， 273'278

国鉄・海員争議 32'214 

固定給 成

単純 79 

能率給的＿ 79 

雇用管理 II, 16,59,70, 189,241,247, 

254'262'265 

集団的—- 2肛

正社員の- 22 

正社員間の一ー 2I 

雇用契約 76, r64, 242, 274 

有期＿ 巧，48,52, 57, 68, 70, r6o, 

264'270 

雇用・就業形態の多様化 42, 44, 46, 

66, ro7, r6o-r6r, 235, 260-264, 267-268 

屈用調整 24,34'62'237'269'270'273 

—ーシステム 28'29,36-46 

ー一助成金制度 37,39 

手段 r3 

『雇用動向調査』 40, 4r, 269 

雇用ポートフォリオ・システム 24' 

29,42,46-JI 

雇用保険法 (1974年） 39 

雇用保障 IO, I2, 24, 28, J2, 46, I90, 

209'2,4'24,'273 

サ

サイクルタイム I79→82, r88 

採用 20'2I'28, 55'I20, IJJ'r6o'IJI' 

237,24,,246-247,251,253,254-256, 

260'263-264'266-268'279 

抑制 38,44,45 

大括りの一ー 22, n4, n6 

職種別 24I 

新卒＿ n6, 279 

新卒ー一中心主義 22, Iが

中途＿ 22'264'277 

作業のプール化 I24 

査定 12, r7, 25,73 -74, So, 84, 87, 97, 

I04-IO5, II4, II6, I77, I87, 247 

産業別組織 r4, 26,202,205, 209-2ro 

2I8-225'233'278 

産業別統一闘争 205, 2r8, 220-224, 229 

産業報国運動 82 

残業抑制 38,45 
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サンクション I69,I76-I77 

仕事競争 IO9 

自主管理活動 I75,I78 

事前協議制度 I74ゴ 75

実務経験 IIO-III 

社員化 II9, I2J, 2戸

社外工 24,30'47,52'62-64'67-68' 

函， 270'273

問題 53-56,7, 

吐会的契約 27,JI,36, 45-46 

『就業形態多様化調査』 68-69 

『就業構造基本調査』 56-58, 6,, 63, 65-

66, 68-69 

就業調整 6o-6I 

終身屈用 II, I5, 24, 27-39,75, 20I, 

224'229 

「重要事業場労務管理令」 (1943年）

248 

収放する多様性論 243-244 

『就労条件総合調査』 I8,I, 

出宜 I2-IJ,IJ,20,22,24,J8,II4 

春闘 I2, 26,203,204,222,229,230, 

277'278 

識業安定法 (1947年） 戸

施行規則第五条 JI,53 

昇進 I2, z6-q,20,8I,97-98, I09, II3― 

II4, II7, I32, I36, I39, I66, 237, 253, 

266'272'273'277 

競争 22, I32, IJ9 

情報の非対称性 I77,I99 

職員。工員身分差撤廃 83, 85, 87,258 

→「エ職格差」も見よ

職能 85, II4, r36, r38→40 

ー一給 74, 85, 89,90,9I-I02, z67 

資格 q, roo-IOI, I46 

ー一資格制度 I2, r8, l9,74, 85-86, 

92-93,97-zo4, II7-II8,272 

資格と職務の乖離 I02 

3°J 

別教育 I4I, I46-I50, I55 

内移動／職能間移動 I36-I37, 

273 

職場内人材形成 II8 

職場闘争 225-227, 229'278 

職場レベルの協議 I7I-I72 

職務 I9, 85-87,92,96,99-IOO, IOJ, II5 

-II6, I32, I36, 24I 

加給 ，I 

~—記述書 89 

給 85,88, 89-9,, 92-93, 96, 98-

99, IOJ, IIJ, 269, 27I 

--—主義 I8 

遂行能力 r8, r9, 85,92-93,95, 

97-99, IO4, III, II6 

中心型雇用戦略 24I 

ー一調査 93,95,99-roo 

と能力の不均衡、乖維 90,98 

ー一ーのフレキシビリテイ II8 

分析、評価 85, 88, 89-90,93, 

95,r30,2戸

諸手当 87 

職階 85 

制度 85,86 

”—給 84-86

職工課 246-248 

ジョブ・ローテーション II2-II3, 

II6, II8, I20-I2I, I25-I26, I47, 272, 

279 

人事権 26,237,240'243,247,251,260 

のラインヘの委譲 24r, 2今

人事考課 8o,86,96,II7,I58, I88 

人事部 26, r34, r89, 235,271, 274, 279 

-—改革論 235-236, 240-243, 266 

--[）集権性 238'2仰， 244-245,

254, 265-266, 268 

ー一の分権化 240, 243 -244, 260, 266 
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人事労務管理 26,91, 102, II6, r63 — 

r64'235-236'242'244-245'247ー249'

250'253'254'258'266'274'276'279 

業績主義的 I8, 

集中的、集約的な一ー 239'263 

の集権化 247, 2JI, 262 

の分権化 262'266 

心理的契約 27 

スタッフ I63→64, IJ7, I86, I96, I99, 

245'248'254'255'266'274 

スト権 2I,213,216 

成果主義 I3, IJ→8,JI, IO2-Io6, IO7, 

II7, 158-r59, 161,235,242,273 

生活（保障）給、生活賃金 12, r6, 82, 

84, 89, 2r5, 27r 

政策制度闘争 232 

生産管理闘争 207,212, 2r4 

生産性向上運動 35っ6

生産性三原則 30-JI,35っ6,45

正社員 IO, I3,2I,23-24,42,44,47,56, 

6I, 66-JI, I35, I58-I6o, I89-I9I, I93-

r95, 199, 263, 266-267, 269,270, 27r, 

272'273 

非 IO-II,I3, 2I, 22-23, I58, 

r6o, r89-r90, 193-z94, 262-264, 267-

268'269'277 

性別管理 2I 

セクショナリズム 242 

占領軍総司令部 (GHQ) 208,219 

早期引退 45 

早期退職優遇制度 I58 

双対原理 238 

夕

退職金、退職手当 ,6''9'20'49-50' 

73, 8I 

退職積立金及退職手当法 (1936年）

3I, 50 

多能エ化 炉， II8-II9,I2I-m, r64, 

2戸，273

単産 203'218'219'229'2肛

団体交渉 12'18-19'172-173'226, 229, 

237'250 

—による賃金決定 84 

長期安定雇用 I3,I4―I6, I7, I9,2I,22-

23'25'27'114ーII5,II6-II7, r65, 26, 

長期勤続慣行 79-81 

賃金

—格差 10,59-61,79-80'88,105 

構造 24ブ 5,75'272

ー一水準 14'24'80'103'190ゴ 91,

221,275 

ー一制度 12'19'24-25,73,75'189' 

237'270'271'274'275 

ー一統制 82-83,215 

と職務の分離 96, 114-116, 134' 

2戸

電産型 84'2,5 

『賃金構造基本統計調査（賃金センサス）』

15,60,98 

『賃金労働時間制度総合調査』 167,168 

『賃金労働時間制度等総合調査』 I7 

『賃金労働時間調査』（英） 166 

積み上げ方式 104 

定期昇給制度 12'17'19, 25,74,79-82' 

88-89'97'I02'104'270 

出来高給 79, 82,269,274'275 

単純＿ 成

手続的ルール／実体的ルール I65 

転籍 I3,I5 

同一労働同一賃金 87 

東芝争議 炉， 217

東洋酸素事件東京高裁判決 40 

ドッジライン J2, JI, 214, 2I6, 224 

取引 76 

ー一費用 76 
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事項索引

ナ

内部労働市場 IO-II,76-77,79, 8r, 88, 

237'25,'265 

ナショナルセンター 26'203'2,9'225' 

229-233'278 

ニ・ーゼネスト 2I3,2I5-2I7 

日給 87,269 

月給 2I, 87,270, 27I 

日鋼室蘭争議 32-33,34'225 

日本食塩製造事件最高裁判決 39 

日本的雇用システム 9ゴ 4,22,24-26,

27,46,48,7I, I08, II2-II3, IJ8, 269, 

27I 

日本的レイオフ制度 37-38 

年功賃金、年功主義 I2-I3,I4,I6-I8, 

I9, 2I,70,75,78, 80, I02-I03, II6-

66, 68-69, r58, r6o, r89-r90, r94-r95, 

262-264'273'277'279 

一の賃金問題 59-62 

パートタイム労働法 (1933年） 57 

配属の市場化 240 

配置管理 I7I-I72 

配置転換（配転） ,2,20,30,35,38,40, 

90,96, IOI, I09, II3-II4, IJI-I72, I75 

派遣 IO, 24,47, 62-68, r58, r6o, r94, 

262-263'270 

一般 63 

登録型 63, r6o 

特定 63,7I 

『派遣労働者実態調査』 67 

幅広い職種別管理 22 

非正規展用、非正規労働者 ro-II,44' 

rq, 2or, 2r5, 270 47,56, 64-70,7r, r6o, 260 

年功的熟練 I20 日立争議 炉， 2I7

年令給 87 標準時間管理 I78-I83 

能率管理 25-26, r63, 226 標準時間設定 I8o-I85 

職場の 25,I63 標準生産量 I64 

能率給 25,78, 82, 84, 87, r64-r69, 274, 不完備契約 r64-r65, 274 

275,2炒→「固定給」も見よ 福利厚生 r6, r8, 20,240, 258 

能率交渉 I匂一r65,I⑭, I85,I89, I炉， 不熟練労働 22-23,49,62, ro8-ro9 

274 ふだんの仕事／ふだんと違った仕事

能率水準 屯—I65,I77 II3 

能力開発 25, IO3→06, ro7, 237, 242, ブルーカラーとホワイトカラーの格差

269 2I 

制度 97, rr6 プロパー社員 24 

の分類 Io8 平均勤続年数 I5,26, 

ホワイトカラーの 25,IO7 平和義務 228 

『能力開発基本調査』 273 変化と異常への対応 III 

能力給 84, 86-87 本工化闘争 52 

能力主義 r8, 86,94, ro2-ro3, rr6 

管理 92,98, ror, rr6,2r2,2戸 マ
『毎月勤労統計調査』 4I, 269 

ハ 三井三池闘争肛，33-35,31,225-226 

パート ro-n, 22, 24,47,56-62, 63, 65 — 民間準拠原則 222 
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無協約状態 2r6,227 

目標管理 I76 

―-—制度 242 

ヤ

役割等級制度 r8, ro4 

要員

―ーー管理 26',25',6ダ I7I,I78-r8o, 

,89ゴ 9I

交渉 I7I 

ー一合理化 炉， Ir8,r64, I7I-I72, 

,75,,84,,90-'92,'94,,98-'99,273, 

276 

削減 26, rr7',24'r94'r98-r99' 

272 

水準 I66,I72,I98 

問題 函， ,69,'75,r9o 

読売争議 2I2, 278 

四単産批判 230 

ラ

ライン II3, I23, I47, I50, I63ゴ 65'

187'198-199'241-242'245'247'251' 

253'260'265'2刀， 274

管理者 q6'236-237'266-267 

離職率 I6,79,I35 

経営上の都合 41-43 

臨時工 22'24'54-55'58'160'270 

の雇い止め 52 

問題（戦前） 30,48-50 

問題（戦後） 51-52,71 

労使委員会 I73→74 

労使関係 I3,26,3I,36,86-87, I7I-

172'198-199'202'206,208'228'233' 

237'247'250-252'265'272 

企業内 14'24'83'252'265 

協調的 I2 

経営占拠的 2I2 

相互信頼的 97 

の分権性 203 

労使協議制度 I2,I4, I8-20, I64, I⑮― 

172'175'184-185'226-229'237,276 

『労使コミュニケーション調査』 18'20 

労働基準法改正 (1988年） 42 

労働基準法改正 (2003年） 46 

労働協約 18,13'113'214,216'227-

228,242 

労働組合 12, 19, 26, 30, 39, 5 l, 54, 83― 

85'89'164-166, 168'172-175'195' 

201'244'249-250'252'258,265,275, 

276,277 

による要員規制 119'183-185, 

189, 190―I炉， 231

の賃金制度に対する主張 頸—

97 

企業別 14,18,21,26,52,15, 

201-207, 209'211-213'218-220'222, 

224-225'228'231,233'237'278 

経営占拠的 2I2, 216 

工職混合 21, 26,206, 2II, 278 

労働組合法 (1945年） 208 

改正 (1949年） 214'216'227 

『労働経済動向調査』 42 

労働者の経営参加 I2,I78 

労働者派遣法 (1985年） 62 

改正 (1999年） 63 

労働保蔵 28 

『労働力調査』 43,44,98 

ワ

ワークシェアリング 33,42,44 
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企業・団体名索引

ア

IMF-JC（全日本金属産業労働組合協議

会） 230'2肛， 2炒

愛知県経営者協会 262 

旭化成 207,209 

朝日新聞社 2II 

アメリカ労働省 275 

イギリス労働省 I68,275 

池貝鉄工所 204 

石井鉄工所 2I3 

石川島造船所 204 

伊勢丹 254'264 

伊藤忠商事 254,263 

浦賀船渠 246 

王子製紙 248 

OECD （経済協力開発機構） 20I, 20], 

277 

大阪鉄工所 246 

力

川崎製鉄 I75 

川崎造船所 246-247 

関西経営者協会 255,256, 25J, 259-26I 

関西電力 22I 

君津製鉄所 IJ6,269 

共産党 208-209, 2II, 2IJ, 2I5, 2IJ-2I8 

行政管理庁 釦

倉敷紡績 246 

呉羽紡 224 

慶應義塾大学産業研究所 27I 

『現代の労働＿調査と分析』編集委員

会 230

合化労連（合成化学産業労働組合連合）

2I8,223 

303 

厚生労働省 IJ, r8, r9, 20, 41, 66, 67, 

269, 273 

国鉄 J2,84-85,2IO,2IJ 

国鉄労組 32,2IO,2I4,2[6-2I7,2I8 

サ

産業報告会 206-208,2刀

産別会議（全日本産業別労働組合会議）

209-2II, 2IJ, 2r6-2r9, 278 

産労総合研究所 260'26, 

私鉄総連（日本私鉄労働組合総連合会）
2I8 

自動車総連（全日本自動車産業労働組合

総連合会） 203'2肛

芝浦製作所 204 

社会経済生産性本部 99,274 

社会党 2I7 

十條製紙 85-86 

常磐炭鉱 22I 

昭和電工 223 

昭和同人会 8I 

新産別（全国産業別労働組合連合）

232'278 

新日本製鉄 9I, IOO, 276 

新聞単一（日本新聞通信放送労働組合）

278 

住友製鋼所 246 

全旭化成労働組合連合会 207 

全金同盟（全国勤続産業労働組合同盈）

2I9 

全自（全日本自動車産業労働組合） 86 

全繊同盟（全国繊維産業労働組合同盟）

209'2,8'220'223-224'230 

全繊三菱労働組合 207 



全炭（全日本炭鉱労働組合） 2IO 電機総研 67 

全逓（全逓信労働組合） 2IO, 2I6-2I8 電機労連（全日本電気機器労働組合連合

全電通（全国電気通信労働組合） 2I8 会） 278 

全日通（前日適労働組合） 2I7 電産（日本電気産業労働組合） 84' 

全日本海員組合 32, 2IO, 2I4, 2I8, 220, 2IO, 2IJ, 2IJ, 22I, 230, 2J8 

芍 0 電産協（日本電気産業労働組合協議会）

全評（日本労働組合全国評議会） 208 278 

全民労協（全日本民間労働組合協議会） 電力労連（全国電力関連産業労働組合連

巧2 合） 22I

全労（全日本労働組合会議） 22I, 2JO 東海瓦斯化成 223 

全労協（全国労働組合連絡協議会） 同盟（全日本労働総同盟） 22I, 2JO, 

232 232 

全労連（全国労働組合総連合） 232 東芝 32,52,2IJ 

造船重機労連（全国造船重機械労働組合 東洋裔圧 223 

連合会） 2肛 東洋紡 224 

総同盟（戦後、日本労働組合総同盟） 東洋レーヨン 249 

205, 209-ur, 2r6, 2q, 2r9-220, 230 トヨタ I8o-I82 

総同盟（戦前、日本労働総同盟） 205' 

206'208'278 ナ

総評（日本労働組合総評議会） 14,32' 内務省社会局 48,49,5° 

36'218'220'221-222'225'230-232' 日経連（日本経営者団体連盟） 14,37' 

276,278 

総務省 44, 65 

夕

ダイエー 95 

ダイヤモンド社 258 

炭連（日本炭鉱労働組合総連合） 2IO 

炭労（日本炭鉱労働組合） 33,2r8, 

22I, 22J, 2]0 

中部電力 22I 

中立労連（中立労働組合連絡会議）

222'232'278 

中労委（中央労働委員会） r4,33,34, 

2I5 

38,46-47,lI,89,9I,92,98, I02,2IJ― 

2,4,229,276 

日鉱（日本鉱山労働組合同盟） 2IO 

日産自動車 86 

日新製鋼 I25 

日窒化学 207 

日本海員組合 205 

日本鋼管 炉， q4-,75,223,25',254'

2戸， 279

日本人事労務研究所 264 

日本精工 248-249 

日本製鋼所 32,225,279 

日本生産性本部 I4,JI,35, 229,249― 

芍0'252'253'257'258'279

通産省投 日本製鉄 48,20J, 2II 

鉄鋼労連（日本鉄鋼産業労働組合連合会） 日本賃金資料センター 263 

32,2r8,223,225,276,278 日本発送電 2IO, 22I 
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企業・団体名索引

日本労働協会 I72 2炉

日本労働研究機構 (JIL) I33-I35,I37, 

I38, 139, I40, I43, I45, I49, I5I, I53, 

I54, I55, I57, I67, I68, 254, 257, 273, 

276 

日本労務研究会 79,257-259 

Iヽ

日立 32'217 

富士製鉄 炉， 223,2JI

ブリティッシュ・レイランド社 275 

法政大学大原社会問題研究所 37,22I 

北陸鉄道 226,227 

北海道拓殖銀行 I3 

マ
毎日新聞社 頸，38

松下電機産業 97 

三池鉱山 33 

三井鉱山 34 

三井物産 IOO, 246-247, 2JI 

三菱化成 207 

三菱航空機 50 

三菱造船所 247 

三菱長崎造船所 246 

三菱電機 254 

Ministry of Labour（英） r68

民同（産別民主化同盟） 2r7-2r8,278 

ものがたり戦後労働運動史刊行委員会

ヤ

山一證券 I3 

八幡製造所 I75 

八幡製鉄 50'223 

八幡製鉄所 30, 48, 50, 9r, r74, 207, 

246,269 

八幡製鉄所労働組合 20J, 2II 

友愛会 205 

URゼンセン同盟 203 

U.S. Department of Labor 275 

郵政省 2IJ 

読売新聞社 2II,2I2,2成

ラ

立教大学産業関係研究所 248,256, 

257'262 

連合（全日本民間労働組合総連合会）

芍 2

連合（日本労働組合総連合会） 203' 

2炉

労働教育センター 278 

労働事情調査所 30,49 

労働省 I7,37,58,8o, I66, I67, 228,275 

労働政策研究・研修機構 133,'9°, 

r99, 269, 273 

労働争議調査会 222 

労務行政研究所 279'264'279 

人名索引

ア 阿部正浩 IO4 

青木宏之 90,I76,I77,276 安部由起子 6I 

青木昌彦 236'238-239'274'279 荒川章二 207 
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淡路園次郎 248 金子良事 82 

安藤瑞夫 257'259 鎌田とし子 33 

池田勇人 222 鎌田宏 33 

石田光男 85-86,90,9r-93,94,95, IOJ, 上井喜彦 r82, 274, 276, 277 

ro4, r72, r86, 274,276, 277 神代和欣 84 

伊藤憲一 2I3 禿あや美 58-59 

伊藤健市 8I 川喜多喬 190'277 

伊藤秀史 274 河西宏祐 84,2,5,278 

糸園辰雄 52,53,55 神林龍 IO5 

井上雅雄 278 聴濤克己 2II 

井上義佑 276 木村琢磨 67 

猪木武徳 8I 木村保茂 I5I 

今野浩一郎 IO3 楠田丘 93-95,99, IOO, 2JI 

岩田憲治 97 熊沢誠 IOI, 2JI 

上田修 IJ7'274'276 倉橋宏 249 

氏原正治郎 29,39, I20, I2I, IJ2, 206, 玄田有史 105 

2I I, 22J, 227,270,272,274 小池和男 33,34,JJ, III, II3, IJO, 222, 

兎宗柾 84 270'272'273 

内田善培 IOO 郷田悦弘 279 

内山光雄 226'227 小島健司 222 

梅崎修 83, 87, 98, IOJ, ro6, 27r, 272 古林喜楽 274 

遠藤公嗣 84,272 小林正彬 205 

大河内一男 I20, I2I, 206, 209, 2IO, 小林良暢 67 

2I2, 2IJ, 222, 22J, 227,272,274, 278 小松隆二 205-206 

太田薫 222 

岡崎三郎 2,8'223 サ

岡崎哲二 207 佐口和郎 207 

岡田康司 I93 桜林誠 207'27, 

奥田健二 9I, 2JI, 2J9 笹島芳雄 73, 89,92 

奥西好夫 IO5 佐藤厚 274 

尾高煙之助 78'81'82 佐藤博樹 79-80,236 

小野晶子 r89, r90, r95, r96, r97, 277 佐野陽子 222 
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